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第36号

日
貿
博
の
余
興
と
催
し
物
論
議

日
本
貿
易
博
覧
会
（
以
下
、
日
貿
博
）
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
後
、
戦
後
復
興
の

途
上
で
あ
る
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
。

四
七
（
昭
和
二
二
）
年
、
そ
れ
ま
で
国
家

管
理
で
行
わ
れ
て
い
た
横
浜
港
貿
易
は
、
一

部
の
民
間
貿
易
が
許
可
さ
れ
、
全
面
的
な
再

開
へ
の
期
待
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
、
貿
易
振
興
の
た
め
の
博
覧
会
開
催
の
気

運
が
高
ま
り
、
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
、
横

浜
市
と
神
奈
川
県
に
よ
っ
て
博
覧
会
開
催
が

計
画
さ
れ
た
。
こ
の
博
覧
会
は
、
経
済
復
興

を
内
外
に
示
す
と
共
に
、
最
新
の
海
外
の
生

活
文
化
を
紹
介
し
、
世
界
の
文
化
水
準
を
国

民
に
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
会
期
は
四

九
年
三
月
一
五
日
〜
六
月
一
五
日
、
会
場
は

第
一
が
西
区
野
毛
山
、
第
二
が
神
奈
川
区
反

町
で
あ
っ
た
。

計
画
が
進
み
出
し
た
四
八
（
昭
和
二
三
）

年
八
月
、
神
奈
川
新
聞
は
社
説
で
「
貿
易
博

覧
会
の
余
興
と
催
物
」（
二
二
日
）
を
掲
載

し
た
。

祭
り
と
し
て
の
博
覧
会

同
社
説
で
は
、
日
貿
博
は
貿
易
振
興
を
目

的
と
す
る
の
で
、
構
想
・
陳
列
な
ど
を
貿
易

に
主
力
を
注
ぐ
こ
と
は
当
然
と
し
つ
つ
、「
む

ず
か
し
い
理
屈
は
と
も
角
、
底
を
割
っ
て
い

え
ば
一
種
の
お
祭
で
あ
り
、
博
覧
会
見
物
に

一
人
で
も
多
く
の
客
が
来
場
し
、
横
浜
市
に

金
を
落
と
し
て
い
っ
て
貰
う
こ
と
を
市
長
も
、

主
催
者
も
希
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
博
覧
会
の
事
業
は
一
種
の
興
行
で
も
あ
る
」

と
す
る
。

し
か
し
、
主
催
者
側
の
構
想
で
は
、
余
興
・

催
し
物
は
、
当
初
は
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た
が
、
縮
小
し
よ
う
と
す
る
論
が
あ
る
と
し
、

野
毛
山
会
場
で
は
演
芸
場
が
一
箇
所
の
み
で

反
町
会
場
へ
余
興
場
を
持
っ
て
行
く
計
画
で

は
、
入
場
者
を
吸
収
し
得
な
い
と
す
る
。
貿

易
陳
列
品
だ
け
で
は
魅
力
が
無
く
、
過
去
に

開
催
し
た
展
示
会
な
ど
で
も
入
場
者
が
ほ
と

ん
ど
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
と
し

て
い
る
。
多
く
の
客
を
集
め
博
覧
会
を
成
功

に
導
く
た
め
に
は
、
余
興
と
催
し
物
に
よ
っ

て
、
ど
れ
だ
け
人
を
集
め
る
か
に
か
か
っ
て

お
り
、「
世
間
を
ア
ッ
と
い
わ
せ
る
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
プ
ラ
ン
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

思
い
き
っ
た
奇
抜
な
こ
と
を
考
え
出
し
、
勇

敢
に
実
行
に
移
す
べ
き
」
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
主
催
者
が
貿
易
品
の
展
示
・

陳
列
を
重
視
し
余
興
と
催
し
物
の
計
画
が
小

さ
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
反
応
は
、
地
元
の
有
力
者
や
市
会
議

員
な
ど
が
、「
こ
ぞ
っ
て
計
画
の
や
り
直
し
を

当
局
に
迫
っ
て
い
る
」
こ
と
を
受
け
て
の
も

の
で
あ
っ
た
。
博
覧
会
が
興
行
で
あ
る
以
上
、

「
冒
険
と
度
胸
」
が
必
要
で
、「
役
人
仕
事

で
は
な
く
市
会
議
員
や
民
間
人
の
協
力
を
求

む
べ
き
」
と
す
る
。

民
間
・
市
議
の
意
見

神
奈
川
新
聞
は
、
翌
々
日
の
二
四
日
に
は
、

「
貿
易
博
め
ぐ
り
二
つ
の
意
見
」
と
の
記
事

に
お
い
て
、
何
人
か
の
民
間
や
市
議
の
意
見

を
掲
載
し
て
い
る
。

日貿博反町会場の「オールにっぽん見世物街」1949（昭和24）年
「日本貿易博覧会記念写真帳」（横浜の空襲と戦災関連資料）
宣伝塔の後ろにサーカス小屋、右の看板には「電化動的人形空前公開」や「透明人間実物
実験会」とある。右端は海女館。
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 ●日貿博の余興と催し物論議

先
ず
リ
ー
ド
で
は
、
博
覧
会
構
想
に
は
二

つ
の
対
立
す
る
意
見
が
あ
る
と
し
て
紹
介
す

る
。
①
は
、
主
催
者
側
の
一
部
で
あ
る
市
当

局
者
の
意
見
で
、
博
覧
会
後
に
建
物
を
市
庁

舎
な
ど
に
転
用
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
、「
極

端
に
い
え
ば
博
覧
会
に
便
乗
し
て
野
毛
山
に

市
関
係
の
各
種
建
築
、
設
備
な
ど
を
恒
久
的

に
建
設
し
よ
う
と
い
う
」
意
見
、
②
は
商
工

業
者
の
意
見
で
、
先
の
社
説
と
同
様
に
「
付

帯
的
な
催
し
物
、
余
興
な
ど
に
よ
っ
て
客
を

集
め
て
こ
そ
一
層
意
義
」
が
あ
る
と
の
意
見

で
あ
っ
た
。

具
体
的
な
民
間
側
の
意
見
で
は
、
野
毛
町

振
興
会
長
は
、「
す
で
に
会
場
内
の
出
店
設

置
に
つ
い
て
市
政
関
係
の
ボ
ス
が
動
い
て
い

る
と
い
う
か
ら
、
も
っ
と
明
確
な
博
覧
会
に

し
て
も
ら
い
た
い
、
催
し
物
も
出
来
る
だ
け

大
き
く
や
り
た
い
が
、会
場
後
の
施
設
を
後
々

ま
で
残
し
て
市
民
の
利
用
に
任
せ
る
こ
と
も

私
は
大
切
だ
と
思
う
」
と
し
、
主
催
者
と
協

力
す
る
た
め
に
協
力
会
を
計
画
し
て
い
る
の

で
、
も
っ
と
民
間
の
意
見
を
聞
い
て
欲
し
い

と
述
べ
る
。
八
月
三
〇
日
に
は
、
地
元
が
貿

易
博
覧
会
期
成
協
力
会
を
結
成
と
の
記
事
が

あ
り
、
敷
地
と
し
て
一
〇
〇
〇
坪
の
私
有
地

開
放
を
交
渉
、
米
八
軍
に
飛
行
場
の
一
部
に

「
ロ
ケ
ッ
ト
飛
行
機
」
等
の
陳
列
公
開
の
陳

情
、
吉
田
橋
付
近
な
ど
に
私
設
余
興
場
を
計

画
し
て
い
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
。

伊
勢
佐
木
町
商
和
会
の
宣
伝
部
長
は
、
や

は
り
地
元
と
相
談
し
て
欲
し
い
と
述
べ
、
ま

た
、
ぜ
ひ
見
て
お
く
べ
き
と
い
う
よ
う
な
催

し
物
で
な
け
れ
ば
人
は
来
な
い
と
し
、
後
の

こ
と
よ
り
も
「
博
覧
会
第
一
主
義
」
の
計
画

を
望
ん
で
い
る
。
具
体
案
と
し
て
は
、
闘
犬

場
や
ル
ー
レ
ッ
ト
な
ど
の
賭
博
類
似
行
為
を

公
認
す
る
、
進
駐
軍
に
依
頼
し
て
伊
勢
佐
木

町
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ジ
ム
を
借
り
ア
メ
リ
カ
の
世

界
的
興
行
を
行
う
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

市
議
の
上
條
治
は
、
主
催
者
が
市
議
や
有

力
者
の
意
見
を
余
り
聞
か
ず
、
市
議
は
不
満

を
抱
い
て
い
る
と
述
べ
、
催
し
物
に
つ
い
て

は
、「
ア
メ
リ
カ
あ
た
り
か
ら
凄
い
余
興
を
つ

れ
て
く
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
が
よ
い
」
と

し
、「
ケ
チ
な
博
覧
会
な
ら
や
め
た
方
が
よ
い

程
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
議
・
有
力
者
か
ら
は
、

民
間
の
意
見
を
聞
か
な
い
主
催
者
の
構
想
・

運
営
に
は
不
満
が
多
か
っ
た
。

二
六
日
に
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年

巴
奈
馬
太
平
洋
博
・
二
八
（
昭
和
三
）
年
東

京
博
・
三
三
（
昭
和
八
）
年
万
国
婦
人
子
供

博
に
係
わ
っ
た
魚
屋
正
次
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

魚
屋
は
「
な
ん
と
い
っ
て
も
博
覧
会
は
見

世
物
興
行
な
ん
で
す
、
あ
ん
ま
り
窮
屈
に
考

え
る
と
商
品
展
示
会
に
毛
の
は
え
た
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
」、「
計
算
抜
き
の
山
師
気
分

で
か
ゝ
ら
ん
と
失
敗
す
る
」
と
述
べ
る
。
東

京
博
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
良
か
っ
た
の
で

黒
字
に
な
り
、
婦
人
子
供
博
で
は
ド
イ
ツ
の

ハ
ー
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
・
サ
ー
カ
ス
が
大
人
気
と

な
り
過
ぎ
、
博
覧
会
の
入
場
者
は
少
な
か
っ

た
が
、
周
知
に
は
役
立
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

主
催
者
側
の
意
見

二
七
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
て

主
催
者
側
の
見
解
を
掲
載
し
て
い
る
。

博
覧
会
歓
興
部
長
の
大
下
寿
一
は
、
民
間

か
ら
の
余
興
・
催
し
物
へ
の
積
極
的
な
支
援

は
有
り
難
い
と
し
つ
つ
、
一
九
三
五
（
昭
和

一
〇
）
年
の
横
浜
復
興
大
博
覧
会
を
例
に
反

論
し
て
い
る
。
復
興
博
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・

ロ
デ
オ
を
招
致
し
た
が
観
覧
者
は
全
体
の
二

割
程
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
他
の
博
覧
会
で

も
歓
興
部
門
は
入
場
者
の
二
割
を
超
す
こ
と

は
難
し
い
と
述
べ
る
。
日
貿
博
は
、
敷
地
・

予
算
・
社
会
情
勢
共
に
復
興
博
よ
り
劣
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
十
分
考
慮
し
な
い
と
非
常
な

損
失
を
招
く
と
し
、
歓
興
は
京
浜
方
面
の
客

が
主
で
、
全
国
か
ら
催
し
物
目
当
て
で
来
場

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
。
そ
の

た
め
、「
出
品
が
主
、
催
物
は
従
」
が
正
し

い
と
思
う
と
述
べ
る
。
こ
れ
を
前
提
に
「
効

果
的
な
派
手
な
手
を
打
つ
こ
と
に
は
賛
成
」

と
し
、
中
国
か
ら
劇
団
・
サ
ー
カ
ス
を
呼
ぶ

た
め
に
二
〇
〇
〇
万
円
を
予
定
し
て
い
る
と

し
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
為
替
相
場
に

よ
り
招
致
は
難
し
い
が
、
小
規
模
で
珍
奇
な

も
の
を
照
会
中
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
主
催
者
側
は
、
予
算
・
敷
地

等
か
ら
商
品
展
示
を
重
視
し
て
い
た
。

な
お
開
催
後
、
市
長
は
「
幸
い
今
迄
の
博

覧
会
よ
り
余
興
が
多
く
あ
っ
て
賑
や
か
で

す
」
と
述
べ
て
い
る
（
三
月
二
九
日
記
事
）。

余
興
プ
ラ
ン
募
集

同
年
秋
に
は
、
神
奈
川
新
聞
社
が
催
し

物
・
余
興
の
プ
ラ
ン
の
懸
賞
募
集
を
、
一
等

一
万
円
、
二
等
五
〇
〇
〇
円
、
三
等
一
〇
〇

〇
円
（
三
名
）
で
行
っ
た
。

こ
の
結
果
は
翌
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一

月
一
九
日
に
紙
面
で
発
表
さ
れ
た
が
、
主
催

者
・
新
聞
社
の
審
査
の
結
果
、「
ア
ッ
と
い

わ
せ
る
よ
う
な
お
知
恵
は
な
く
」、
六
案
に

二
〇
〇
〇
円
宛
を
贈
り
、
残
り
は
会
期
中
の

野毛山会場の演芸館
「日本貿易博覧会記念絵はがき」（空襲資料6458）

反町会場、松竹大船スターまつり　5月29日
空襲資料写真1462部分
記念塔下の舞台でも様々なイベントが行われた。
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●日貿博の余興と催し物論議

催
し
物
の
賞
金
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
六
案
は
、
腕
自
慢
大
会
・
大
ホ
ラ
吹
き
大

会
・
髪
結
競
演
会
・
懸
賞
尋
ね
人
探
し
・
ひ

げ
自
慢
コ
ン
ク
ー
ル
・
二
十
の
扉
質
問
腕
く

ら
べ
大
会
で
あ
っ
た
。

余
興
･
催
し
物
の
予
定

開
催
ま
で
一
箇
月
を
切
っ
た
一
九
四
九

（
昭
和
二
四
）
年
二
月
に
は
、
主
催
者
に
よ

り
次
の
も
の
が
計
画
さ
れ
て
い
た
（
二
月
二

六
日
記
事
）。

反
町
会
場
芸
能
館
は
、
主
に
映
画
・
演

劇
・
軽
音
楽
界
の
実
力
者
を
予
定
し
、
藤
原

歌
劇
団
・
日
劇
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
・
南
十

字
星
・
谷
口
又
士
と
東
宝
キ
ン
グ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
や
姿
三
四
郎
・
婦
系
図
・
手
を
つ
な
ぐ

子
等
・
月
よ
り
の
使
者
な
ど
の
実
演
が
計
画

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
見
世
物
街
で
は
、
お

化
け
大
会
・
電
気
人
形
・
人
間
変
化
・
海
女

館
な
ど
「
奇
を
こ
ら
し
」、
日
光
館
な
ど
の

特
設
も
計
画
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
野
毛
山
会
場
演
芸
館
で
は
、
芸
能

界
・
奇
術
界
の
「
一
流
ど
こ
ろ
」
や
鉄
の
心

臓
（
鉄
の
胃
袋
）・
学
者
犬
、
三
曲
大
会
・

ハ
マ
踊
り
、
伊
藤
道
郎
等
の
指
導
に
よ
る
ニ

ュ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
が
、
野
外

劇
場
で
は
、
キ
ャ
バ
レ
ー
競
演
大
会
・
歌
謡

曲
大
会
・
二
十
の
扉
・
花
嫁
競
争
・
と
ん
ち

教
室
・
学
生
音
楽
会
・
腕
角
力
・
の
ど
自
慢

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
水
中
レ

ビ
ュ
ー
館
も
準
備
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

見
出
し
に
「
交
渉
す
ゝ
む
」
と
あ
り
、
決
定

し
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

博
覧
会
開
幕

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
三
月
一
五
日
、

一
部
の
施
設
は
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
が
日

貿
博
は
開
幕
し
た
。

一
五
日
の
記
事
を
見
る
と
、
先
述
の
外
に

反
町
で
は
、
国
際
大
サ
ー
カ
ス
・
衛
生
と
防

犯
展
、
野
毛
山
で
は
モ
ダ
ン
お
化
け
屋
敷
な

ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
反
町
の
記
念
塔
下
で

も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、「
奇
を
こ
ら
し
」
た
も
の
に
は
、

問
題
も
起
き
て
い
る
。

四
月
一
九
日
に
は
、「
貿
易
博
で
ひ
ど
い

エ
ロ
・
シ
ョ
ウ
を
や
っ
て
い
る
」
と
の
風
評

に
よ
り
市
警
が
芸
能
館
を
臨
検
し
、
一
部
に

卑
猥
な
場
面
が
あ
る
と
し
て
協
議
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

五
月
一
一
日
に
は
、
反
町
会
場
の
衛
生
と

防
犯
展
の
「
性
病
人
形
」
が
猥
褻
的
で
あ
る

と
し
て
、
市
警
が
責
任
者
を
書
類
送
検
す
る

と
共
に
、
人
形
の
撤
去
を
厳
命
し
た
と
報
じ

ら
れ
た
。

ま
た
、
最
終
日
で
あ
る
六
月
一
五
日
に
は
、

野
毛
山
の
水
中
レ
ビ
ュ
ー
館
で
「
酔
漢
三
名
」

が
水
槽
に
投
石
し
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
「
大

騒
動
」
と
な
り
、
三
名
は
逮
捕
さ
れ
怪
我
人

も
出
て
い
る
（
六
月
一
七
日
記
事
）。
一
八
日

の
記
事
で
は
、
こ
の
三
名
は
ア
メ
リ
カ
軍
の

伍
長
と
一
等
兵
二
人
で
、
一
等
兵
の
ひ
と
り

が
投
石
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

博
覧
会
を
批
判
的
に
書
い
た
『
真
相
』（
真

相
社
）
の
記
事
で
は
、「
両
会
場
あ
わ
せ
て

十
一
の
芸〔

マ

マ

〕

能
館
も
そ
ろ
っ
て
赤
字
で
、
二
百

万
円
か
け
た
と
い
う
野
毛
山
会
場
の
「
水
中

レ
ビ
ュ
ー
」
は
毎
日
平
均
五
千
円
づ
つ
欠
損

し
た
上
、
最
後
の
日
に
酔
っ
ぱ
ら
い
が
石
を

投
げ
て
水
槽
の
ガ
ラ
ス
を
こ
わ
し
、
噴
出
し

た
水
の
圧
力
で
見
物
の
子
供
が
重
傷
し
て
損

害
賠
償
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
騒
ぎ
を

演
じ
、
神
奈
川
会
場
の
芸
能
館
も
「
ジ
ャ
ン

グ
ル
の
王
者
」
が
全
然
当
ら
ず
、
十
日
間
で

五
十
万
円
足
を
出
し
、
開
館
以
来
の
合
計
は

八
十
五
万
円
の
赤
字
」（
第
四
巻
第
八
号
、

「
イ
ン
チ
キ
の
見
本
市　

日
本
貿
易
博
覧

会
」
一
九
四
九
年
八
月
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

入
場
者
数
は
、
当
初
は
催
し
物
の
入
場
料

を
足
す
と
高
く
な
る
と
の
噂
が
流
布
し
伸
び

悩
ん
だ
が
、
団
体
誘
致
な
ど
に
よ
り
見
込
み

の
三
〇
〇
万
人
を
上
回
る
三
六
〇
万
人
超
と

な
っ
た
。
一
方
で
決
算
で
は
赤
字
と
な
り
、

そ
の
処
理
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
反
町
会
場
の
い
く
つ
か
の
展
示
館
が
市

役
所
に
、
野
毛
山
も
数
棟
が
遊
園
地
の
建
物

に
な
る
な
ど
、
計
画
通
り
転
用
さ
れ
た
。

【
参
考
文
献
】

『
貿
易
と
産
業
』（
日
本
貿
易
博
覧
会
）
一
九
五
〇
年
、

『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
通
史
編
第
二
巻
上
下
（
横
浜
市
）、

山
本
武
利
監
修
・
土
屋
礼
子
編
『
占
領
期
生
活
世
相

誌
資
料
Ⅲ　

メ
デ
ィ
ア
新
生
活
』（
新
曜
社
）
二
〇
一

六
年
。

新
聞
報
道
は
総
て
『
神
奈
川
新
聞
』
に
よ
る
。
横
浜

の
空
襲
と
戦
災
関
連
資
料
は
空
襲
資
料
と
略
記
し
た
。

 

（
百
瀬　

敏
夫
）

野毛山会場の水中レビュー館　「横浜市街観光日本貿易博
覧会案内図」（空襲資料6447）

反町会場の海女館　白石緑家資料10
水槽で真珠採取の実演などを見せた。

反町会場の芸能館　「日本貿易博覧会記念写真帳」
（空襲資料 書籍類6471）
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 日記に見る横浜の戦後 ●

日
記
に
見
る
横
浜
の
戦
後

横
浜
市
史
資
料
室
が
所
蔵
す
る
「
横
浜
の

空
襲
と
戦
災
関
係
資
料
」
に
は
、
戦
中
・
戦

後
の
日
記
の
複
製
が
五
〇
件
ほ
ど
残
さ
れ
て

い
る
。
今
回
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日

を
迎
え
た
後
の
日
記
に
着
目
し
て
、
横
浜
の

戦
後
の
様
相
を
見
て
み
た
い
。

『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』「
2　

市
民
生

活
編
」（
横
浜
市
、
一
九
七
五
年
）
に
は
、
戦

後
の
日
記
一
六
人
分
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
抄
録
で
あ
る
。 

一
六
人
の
日
記
す

べ
て
に
共
通
す
る
の
は
、
配
給
と
食
糧
事
情

に
関
す
る
記
述
の
多
さ
で
あ
る
。
た
だ
し
、

日
記
の
筆
者
に
つ
い
て
、
当
時
の
住
所
・
年

齢
・
職
業
な
ど
の
基
本
的
情
報
の
記
録
が
残

さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
今
回
紹
介
す

る
中
で
は
、
家
族
に
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
小
黒
英
夫
以
外
は
、
経
歴
の
詳
細
は
不

明
で
、
他
の
資
料
や
日
記
の
記
載
か
ら
推
測

す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
あ
ら
か
じ

め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

戦
後
の
職
場

ま
ず
、
戦
後
の
職
場
か
ら
見
て
み
よ
う
。

工
場
の
診
療
所
勤
め
だ
っ
た
ら
し
い
笠
松
弥

一
は
、
敗
戦
直
後
の
職
場
の
様
子
を
記
し
て

い
る
。
医
師
な
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
一

定
以
上
の
知
識
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
日
記
の
記

述
も
出
来
事
の
報
告
に
と
ど
ま
ら
ず
、
客
観

的
な
分
析
を
と
も
な
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

八
月
一
六
日
、
婦
人
は
「
今
日
以
後
出
勤

す
る
に
及
ば
ず
と
の
申
渡
し
が
あ
っ
た
。」

と
い
う
。
事
実
上
の
解
職
で
あ
っ
た
。
会
社

も
解
体
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、「
工
職
員

の
士
気
全
く
沮
喪
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

実
際
、
九
月
四
日
に
は
職
員
の
解
散
が
通
告

さ
れ
、
退
職
手
当
が
渡
さ
れ
た
（
九
月
七
日
）。

一
方
、
八
月
二
二
日
に
は
「
何
年
ぶ
り
か

で
今
日
か
ら
天
気
予
報
の
放
送
が
始
ま
る
。」

と
記
し
、
こ
ん
な
こ
と
か
ら
も
「
戦
争
中
、

国
民
の
蒙
っ
た
不
利
不
便
が
い
か
に
多
大
で

あ
っ
た
か
に
気
が
つ
く
。」
と
、
戦
時
体
制

の
理
不
尽
さ
に
言
及
し
て
い
る
。

笠
松
は
、
軍
部
に
対
し
て
批
判
的
な
考
え

を
か
ね
て
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
戦
後
す
ぐ

に
、
乾
パ
ン
や
菓
子
、
缶
詰
な
ど
保
存
食
が

配
給
さ
れ
た
際
に
は
、「
軍
の
解
体
に
由
る

の
か
」
と
推
測
し
、
軍
の
解
体
を
歓
迎
し
て

い
る
（
八
月
二
六
日
）。
そ
れ
に
対
し
て
、

米
軍
の
進
駐
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
敵
兵

を
眼
前
に
見
、
悪
い
噂
も
聞
く
が
、「
身
近

に
は
何
事
も
な
い
。」（
九
月
七
日
）
と
、
米

軍
に
対
し
て
は
好
意
的
な
眼
を
向
け
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
別
の
日
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
今
ま
で
は
軍
部
絶
対

で
あ
り
、
国
民
は
一
言
の
主
張
も
出
来
ず
、

（
中
略
）
物
凄
い
ま
で
の
横
暴
で
あ
っ
た
の

に
堪
え
て
来
た
故
か
、
却
っ
て
少
し
の
ん
び

り
と
、
本
当
の
日
本
人
の
生
活
が
出
来
る
様

な
気
が
し
て
寧
ろ
明
る
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

ウ
ソ
の
な
い
日
常
を
送
れ
る
。」
と
い
う
の

で
あ
る
（
九
月
九
日
）。
裏
返
せ
ば
、
戦
時

中
は
「
ウ
ソ
の
日
常
」
を
過
ご
さ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

次
に
、
神
奈
川
県
産
業
報
国
会
に
勤
め
て

い
た
我
妻
清
治
は
、
産
業
界
・
労
働
界
と
の

関
わ
り
か
ら
、
他
と
は
異
な
る
社
会
状
況
を

書
き
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
記
全
体
の

記
述
は
日
々
の
体
調
な
ど
私
事
が
多
く
を
占

め
る
。
戦
後
、
産
報
自
体
ど
う
な
る
か
は
未

定
だ
っ
た
が
、
早
々
に
事
務
員
は
八
月
一
五

日
で
解
職
と
内
示
が
あ
っ
た
と
い
う
（
八
月

一
六
日
）。
婦
女
子
疎
開
の
通
告
が
あ
っ
た

た
め
か
、
桜
木
町
駅
な
ど
で
は
「
逃
避
ノ
婦

女
子
ヲ
始
メ
駅
ノ
混
雑
言
語
ニ
絶
ス
。」
と

記
し
て
い
る
（
八
月
一
七
日
）。

結
局
、
二
二
日
に
産
報
の
解
散
が
県
に
伝

え
ら
れ
、
我
妻
は
九
月
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
残

務
整
理
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
自

宅
で
は
、
防
空
壕
に
入
れ
て
あ
っ
た
箪
笥
な

ど
家
財
道
具
を
取
り
出
す
作
業
を
行
っ
て
い

た
よ
う
だ
（
八
月
一
八
日
）。
そ
の
他
、
配

給
や
食
事
に
つ
い
て
日
々
記
し
て
い
る
。
三

一
日
夜
半
に
は
、
出
征
し
て
い
た
信
夫
が
復

員
し
て
き
た
。
搭
乗
員
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、

一
五
日
に
特
攻
出
撃
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。

九
月
二
日
に
は
、
町
内
の
緊
急
常
会
が
あ

り
、
米
兵
進
駐
に
つ
い
て
「
殊
ニ
女
子
ノ
服

装
」
に
注
意
が
あ
っ
た
。
二
九
日
に
は
県
庁

で
産
報
の
解
散
式
が
あ
り
、
退
職
手
当
等
を

受
け
取
っ
て
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
生
計
の
た

め
に
家
庭
教
師
の
新
聞
広
告
を
出
す
が
、
ほ

と
ん
ど
反
応
は
な
く
、
一
〇
月
末
に
は
貸

本
・
売
本
業
を
自
宅
で
営
む
こ
と
と
な
っ
た

（
一
〇
月
二
八
日
）。

こ
の
頃
、
松
岡
駒
吉
に
手
紙
を
出
し
た
と

あ
る
の
は
、
産
報
の
関
係
だ
ろ
う
か
（
一
〇

月
二
七
日
）。
松
岡
は
、
戦
前
の
労
働
組
合

総
同
盟
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
戦
後

は
日
本
社
会
党
の
衆
議
院
議
員
と
な
る
。
こ

の
後
一
二
月
二
日
に
、
我
妻
は
鶴
見
区
の
豊

岡
国
民
学
校
（
当
時
）
で
開
催
さ
れ
た
日
本

社
会
党
の
神
奈
川
県
連
合
会
発
会
式
に
参
加

し
た
と
書
い
て
い
る
。

こ
の
社
会
党
神
奈
川
県
連
の
結
成
に
つ
い

て
は
、
実
は
期
日
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。

『
毎
日
新
聞
』
に
、
一
二
月
二
日
本
町
小
学

校
で
開
催
予
定
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
こ
の
日
開
催
し
た
と
い
う
記
録
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
我
妻
の
日
記
は
、
午
後
二

時
か
ら
参
列
、
片
山
哲
・
西
尾
末
広
の
演
説

を
聞
き
、
四
時
三
〇
分
に
終
わ
っ
て
帰
っ
た

と
、
記
載
内
容
が
具
体
的
で
、
元
産
報
関
係

者
と
い
う
点
か
ら
も
信
頼
性
は
高
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
だ
他
の
資
料
・
証
言
と
の
照

合
も
必
要
だ
ろ
う
が
、
我
妻
の
日
記
の
記
述

は
有
力
な
証
言
で
あ
り
、
豊
岡
国
民
学
校
で

県
連
発
会
式
が
開
催
さ
れ
た
と
い
う
点
は
新

事
実
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
拙
稿
「
戦
後
神

奈
川
に
お
け
る
社
会
党
と
民
主
戦
線
運
動
」

『
市
史
研
究　

よ
こ
は
ま
』
第
一
五
号
、
横

浜
市
、
二
〇
〇
三
年
参
照
）。

同
様
に
、
一
二
月
一
九
日
町
内
の
常
会
で
、

「
消
費
組
合
ノ
設
立
ヲ
叫
ブ
。」
と
あ
る
の
も
、

貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
戦
後
配
給
が
滞
り
が

ち
に
な
り
、
町
内
会
が
主
体
と
な
っ
て
消
費

組
合
（
生
活
協
同
組
合
）
を
設
立
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
、
東
京
や
横
浜
で
起
き
て
き
た
。

消
費
組
合
・
生
協
と
い
っ
て
も
、
当
時
は
共

同
で
買
い
出
し
を
行
う
買
出
し
組
合
で
あ
っ

た
。
我
妻
が
暮
ら
す
斎
藤
分
町
で
は
、
結
局

消
費
組
合
が
で
き
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

同
じ
頃
、
鶴
見
区
で
は
生
麦
西
部
連
合
町
内

会
消
費
組
合
・
生
麦
東
部
連
合
町
内
会
協
同

組
合
が
実
際
に
結
成
さ
れ
て
お
り
、
我
妻
の
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証
言
は
町
内
会
単
位
生
協
結
成
の
経
緯
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
（
拙
稿
「
横
浜
の
地
域

生
協
」『
市
史
研
究　

よ
こ
は
ま
』
第
一
四
号
、

横
浜
市
、
二
〇
〇
二
年
参
照
）。

戦
後
、
多
く
の
人
々
が
職
場
を
失
う
中
で
、

一
九
四
五
年
末
頃
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
進

駐
軍
の
日
雇
い
作
業
に
出
る
人
が
増
加
し
た
。

進
駐
軍
の
働
き
口
は
、
当
時
と
し
て
は
高
額

の
現
金
収
入
を
得
る
と
共
に
、
た
ば
こ
や
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
米
軍
物
資
を
手
に
入
れ
る

機
会
と
も
な
っ
た
。
我
妻
も
、
息
子
た
ち
が

進
駐
軍
に
働
き
に
行
き
、
た
ば
こ
と
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
を
日
記
に
記
し

て
い
る
（
一
二
月
二
七
日
・
三
一
日
）。
進
駐

軍
で
の
日
雇
い
作
業
に
つ
い
て
は
、
小
黒
英

夫
も
多
く
の
記
述
を
残
し
て
い
る
の
で
、
後

に
紹
介
す
る
。

女
性
が
見
た
戦
後

次
に
、
女
性
の
日
記
に
目
を
向
け
て
み
た

い
。
戦
後
の
日
記
の
筆
者
一
六
人
の
内
、
女

性
は
四
人
で
あ
る
。
当
時
女
学
生
だ
っ
た
村

松
和
子
は
、
四
月
一
三
日
の
空
襲
で
豊
島
区

堀
之
内
の
自
宅
が
焼
失
、
父
の
勤
務
先
で
あ

る
文
寿
堂
の
社
宅
が
間
門
に
あ
り
、
そ
こ
に

移
る
。
五
月
二
九
日
の
空
襲
で
、
間
門
の
家

は
か
ろ
う
じ
て
焼
失
を
免
れ
る
が
、
七
月
末

に
仙
台
の
母
の
実
家
に
疎
開
す
る
。
そ
し
て
、

翌
年
四
月
に
一
時
上
京
し
た
際
、
日
記
に
、

「
都
会
は
進
歩
が
は
げ
し
い
。
闇
市
の
多
い

の
に
驚
い
た
。」
と
書
き
、「
人
々
が
戦
争
前

の
よ
う
に
は
で
に
美
し
く
な
っ
た
。」
と
記

し
て
い
る
。

こ
れ
は
東
京
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
中

村
澄
江
は
、
横
浜
で
同
様
の
感
想
を
記
し
て

い
る
。
戦
時
中
は
横
浜
で
銀
行
に
勤
め
て
い

た
ら
し
い
が
、
五
月
二
九
日
に
本
牧
の
自
宅

が
焼
失
、
し
ば
ら
く
し
て
富
山
へ
疎
開
し
た
。

年
内
に
は
横
浜
に
戻
っ
た
ら
し
く
、
翌
年
正

月
の
日
記
に
「
長
年
か
く
れ
た
日
本
髪
姿
や
、

美
し
い
着
物
娘
も
多
く
人
の
眼
を
引
く
。」
と
、

街
の
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る
。
戦
後
の
解

放
感
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
二
月
初
め
に
は
、「
近
頃
は
横
浜
の

女
性
を
悲
し
い
と
思
う
よ
り
情
け
な
く
な
っ

た
。」
と
、
米
兵
と
連
れ
だ
っ
た
女
性
た
ち

を
街
頭
で
見
て
感
じ
た
思
い
も
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
解
放
感
と
共
に
、
占

領
軍
、
米
兵
が
も
た
ら
す
風
紀
の
乱
れ
や
悪

影
響
に
眉
を
ひ
そ
め
る
女
性
も
多
か
っ
た
。

戸
塚
海
軍
病
院
で
看
護
婦
を
し
て
い
た
五

十
嵐
晴
江
は
、
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
の
学
校
が

舞
台
の
映
画
「
追
憶
」
を
見
て
、
そ
の
学
校

の
「
自
由
な
空
気
」「
思
い
切
っ
た
先
生
の

教
育
方
針
」「
男
女
の
別
な
い
な
ご
や
か
さ
」

な
ど
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
（
一
九
四
六
年

九
月
二
一
日
）。
し
か
し
、
映
画
を
見
た
伊

勢
佐
木
町
で
は
、「
ジ
ー
プ
や
ア
メ
リ
カ
兵

の
群
れ
遊
べ
る
姿
」
が
眼
に
つ
き
、「
す
っ

か
り
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
前
と
戦
後
と
。

そ
う
だ
私
達
の
心
も
変
っ
て
し
ま
っ
た
で
は

な
い
か
。」
と
、
複
雑
な
心
境
も
の
ぞ
か
せ
る
。

敗
戦
直
後
、
自
由
と
荒
廃
と
が
、
ま
さ
に
表

裏
の
関
係
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
人
の
女
性
伊
藤
米
子
は
勤
め
に
も

出
て
い
た
ら
し
い
が
、
一
家
の
主
婦
と
し
て
、

日
々
朝
夕
の
食
事
の
内
容
と
配
給
や
買
物
の

量
や
値
段
を
記
録
し
て
い
る
。
一

九
四
六
年
春
頃
の
主
食
遅
配
に
は
、

相
当
悩
ま
さ
れ
た
よ
う
だ
。「
今

日
も
又
、
米
が
来
な
い
」（
三
月

七
日
）、「
今
日
も
と
う
と
う
米
は

来
ぬ
」「
早
く
た
べ
物
の
心
配
な

い
時
代
が
来
る
と
よ
い
な
あ
。」

（
三
月
二
八
日
）、「
か
り
て
き
た

米
も
、
も
う
明
朝
ま
で
の
分
し
か

な
い
の
に
、
ま
だ
来
な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
考
へ
る
と
涙
が
出
て
く
る
…
…
。」

（
三
月
二
九
日
）
と
、
連
日
嘆
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
か
ろ
う
じ
て
救
っ
た
の
が
、

小
麦
粉
や
パ
ン
の
配
給
だ
っ
た
。

配
給
と
闇
市

一
九
四
六
年
に
入
っ
て
、
人
々
の
関
心
は

戦
後
の
解
放
感
か
ら
急
速
に
食
糧
危
機
に
傾

い
て
い
っ
た
。
食
料
品
、
と
く
に
主
食
の
配

給
の
遅
れ
と
、
そ
し
て
高
い
お
金
を
払
っ
て

買
お
う
と
思
え
ば
何
で
も
買
え
る
闇
市
と
い

う
存
在
の
矛
盾
に
、
皆
が
例
外
な
く
触
れ
て

い
る
。

当
時
ま
だ
一
七
歳
だ
が
、
工
場
で
働
き
家

計
を
支
え
て
い
た
小
黒
英
夫
は
、
戦
時
中
か

ら
丹
念
に
日
記
を
付
け
て
い
た
。
正
月
、
わ

ず
か
に
配
給
と
な
っ
た
も
ち
米
と
小
豆
を
炊

い
た
が
、
五
〇
粒
く
ら
い
の
小
豆
で
は
「
赤

く
な
ら
な
い
」
と
赤
飯
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、「
ネ
バ
ネ
バ
し
て
と
て
も
う
ま

か
っ
た
。」
と
い
う
。
こ
の
お
こ
わ
を
近
所

に
住
む
姉
の
家
に
持
っ
て
行
っ
た
ら
、
お
返

し
に
一
切
れ
ず
つ
の
も
ち
を
も
ら
い
、
焼
い

て
ノ
リ
を
巻
い
て
食
べ
た
ら
、
こ
れ
ま
た「
実

に
う
ま
い
」
と
書
く
。
こ
ん
な
風
に
、
家
族

で
わ
ず
か
に
も
ち
や
お
こ
わ
を
分
け
合
う
様

子
に
、「
今
年
は
さ
み
し
い
お
正
月
で
あ
る
」

と
書
く
他
な
か
っ
た
（
一
月
一
日
）。

ま
た
、
皮
付
き
の
大
麦
が
配
給
さ
れ
、
こ

れ
を
一
升
瓶
で
つ
い
て
ご
飯
に
入
れ
て
食
べ

た
が
、「
ブ
ツ
ブ
ツ
し
て
、
舌
障
り
が
い
や
だ
。

い
や
だ
け
れ
ど
食
べ
な
け
り
ゃ
腹
が
へ
る
。」

と
、
主
食
の
状
況
は
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
っ

国立戸塚病院の看護婦たち　1946（昭和21）年
五十嵐晴江が勤務していた戸塚海軍病院は、戦後国立病院となった。
 横浜の空襲と戦災関連資料

女学校の友達と河口湖に遊ぶ
1946（昭和21）年7月　
 川端ふみ家資料
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た
。
そ
れ
で
も
、
同
じ
日
に
、
田
舎
に
行
っ

て
い
た
兄
が
も
ち
と
小
豆
を
持
ち
帰
る
と
、

「
白
い
本
物
の
餅
が
き
た
。
晩
が
楽
し
み
」

と
喜
ん
だ
（
一
月
一
〇
日
）。

一
方
、
進
駐
軍
の
仕
事
で
一
七
円
の
日
当

を
も
ら
っ
た
足
で
兄
と
中
華
街
の
闇
市
へ
行

き
、
白
米
の
天
丼
一
杯
二
〇
円
を
二
杯
食
べ
、

一
個
五
円
の
ド
ウ
ナ
ツ
を
食
べ
た
（
一
月
一

七
日
）。
兄
に
ご
ち
そ
う
し
て
も
ら
っ
た
ら

し
い
。
な
お
、
兄
は
昨
年
一
〇
月
に
復
員
し

て
き
た
ば
か
り
で
ま
だ
定
職
に
は
就
か
ず
、

主
に
進
駐
軍
の
仕
事
に
出
て
い
た
よ
う
だ
。

日
当
か
ら
考
え
れ
ば
大
き
な
出
費
だ
が
、
闇

市
の
誘
惑
に
は
抗
し
が
た
く
、
た
ま
の
贅
沢

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、「
闇
市
に
行
っ
て
、
買
い
た
い

も
の
を
買
っ
て
い
た
ら
キ
リ
が
な
い
。
百
円

や
五
百
円
の
金
は
何
の
足
し
に
も
な
ら
ぬ
。」

と
、
今
勤
め
る
工
場
の
薄
給
を
嘆
い
て
、
転

職
を
考
え
始
め
た
（
一
月
一
五
日
）。
昨
年

暮
れ
に
も
ら
っ
た
給
与
は
、
月
給
一
五
〇
円

と
手
当
一
五
〇
円
だ
っ
た
（
一
九
四
五
年
一

二
月
二
五
日
）。
そ
の
た
め
、
小
黒
本
人
も

工
場
勤
め
を
し
な
が
ら
進
駐
軍
の
仕
事
に
も

出
て
い
た
。
一
月
二
〇
日
の
日
曜
日
に
も
出

て
、
こ
れ
ま
で
進
駐
軍
の
仕
事
で
貯
め
た
お

金
が
五
〇
円
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

三
月
の
新
円
切
り
換
え
も
あ
り
、
現
金
収
入

を
求
め
て
、
九
月
に
転
職
す
る
ま
で
、
進
駐

軍
の
仕
事
に
行
く
頻
度
は
増
し
て
い
っ
た
。

こ
の
間
、
食
糧
事
情
は
さ
ら
に
深
刻
と
な

っ
て
い
た
。
小
黒
家
で
は
、
姉
の
家
の
世
話

で
一
升
七
〇
円
の
白
米
を
三
升
買
っ
た
（
二

月
二
八
日
）。
そ
し
て
、「
白
米
は
実
に
う
ま
し
。

よ
く
噛
み
し
め
て
食
う
。」（
三
月
一
日
）
と

記
し
、
そ
の
翌
々
日
に
は
新
し
い
家
に
引
っ

越
し
て
、「
一
年
振
り
で
畳
の
上
で
食
べ
た
。」

（
三
月
三
日
）
と
改
め
て
あ
り
が
た
み
を
感

じ
た
。
前
年
四
月
の
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
た

後
続
い
た
バ
ラ
ッ
ク
生
活
か
ら
、
や
っ
と
解

放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

食
糧
危
機
と
進
駐
軍

し
か
し
、
米
の
配
給
は
遅
れ
、
次
第
に「
ス

イ
ト
ン
や
お
し
た
し
や
、
ね
ぎ
の
お
つ
ゆ
で

代
用
食
」（
三
月
二
三
日
）
が
常
と
な
っ
て

い
く
。
こ
の
頃
か
ら
主
食
の
代
用
品
と
し
て
、

パ
ン
や
小
麦
粉
が
配
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
産
の
小
麦
粉
は
質

が
良
か
っ
た
よ
う
で
、「
待
望
の
ア
メ
リ
カ

の
小
麦
粉
の
食
パ
ン
」
が
配
給
さ
れ
、「
実

に
お
い
し
い
。
白
い
。
う
ま
い
。」（
三
月
三

一
日
）
と
強
調
し
て
書
い
て
い
る
。

そ
の
後
、
九
月
に
サ
ツ
マ
イ
モ
、
一
〇
月

に
米
の
配
給
が
始
ま
る
ま
で
、
小
麦
粉
と
パ

ン
に
頼
る
日
々
が
続
い
た
。「
進
駐
軍
好
意

の
小
麦
粉
」「
待
望
の
輸
入
小
麦
粉
」
が
配

給
に
な
り
、「
地
獄
で
仏
」
と
素
直
に
嬉
し

さ
を
表
し
た
（
六
月
一
一
日
・
七
月
五
日
）。

ま
た
、
四
月
に
一
度
米
の
配
給
が
あ
っ
た
際

に
は
、
同
時
に
進
駐
軍
か
ら
の
白
ザ
ラ
メ
砂

糖
が
配
給
に
な
っ
た
の
で
、「
御
飯
に
、
フ

リ
か
け
て
食
べ
」
た
と
い
う
（
四
月
二
日
）。

「
幾
月
振
り
に
食
べ
る
砂
糖
よ
」
と
、
よ
ほ

ど
砂
糖
に
飢
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

進
駐
軍
に
働
き
に
出
る
と
、
普
段
は
手
に

入
ら
な
い
甘
い
も
の
な
ど
を
入
手
す
る
役
得

も
あ
っ
た
。
進
駐
軍
の
仕
事
は
、
日
に
よ
っ

て
場
所
も
業
者
も
異
な
り
、
と
き
に
重
労
働

だ
っ
た
り
、
何
も
仕
事
が
な
か
っ
た
り
と
不

規
則
で
、
働
く
人
々
の
勤
労
意
欲
も
決
し
て

高
く
は
な
か
っ
た
。

要
領
の
良
い
者
は
、
す
ぐ
に
サ
ボ
り
、
お

ま
け
に
砂
糖
な
ど
当
時
と
し
て
は
貴
重
な
物

資
を
ど
こ
か
し
ら
で
見
つ
け
て
は
皆
で
分
け

た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｍ
Ｐ
に
見
つ
か
れ

ば
捕
ま
る
。
だ
が
、
米
兵
の
な
か
に
は
好
意

で
残
飯
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
た
ば
こ
な
ど
を
分
け
て
く
れ
る
者
も
い

た
と
い
う
（
六
月
七
日
・
一
二
日
）。

一
方
、
日
本
人
同
士
の
間
で
は
、
弁
当
を

盗
む
者
も
い
た
と
い
う
か
ら
（
五
月
二
二

日
・
八
月
九
日
）、
進
駐
軍
の
現
場
は
日
本

人
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
、
当
時
の
食
糧
難
が

も
た
ら
す
精
神
の
退
廃
が
遠
慮
な
く
現
れ
る

場
所
と
も
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
う
し
て
小
麦
粉
と
パ
ン
で
夏
を
乗
り
切

り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
配
給
が
始
ま
る
と
「
何

と
お
美
味
し
い
（
マ
マ
）
こ
と
か
、
甘
藷
は

神
様
」
と
、
家
族
一
同
で
舌
鼓
を
打
っ
た
（
九

月
一
日
）。
や
が
て
、「
幾
月
振
り
か
の
新
米

の
配
給
」
も
あ
っ
た
が
（
九
月
一
七
日
）、
そ

の
後
も
配
給
は
滞
り
が
ち
で
、「
主
食
は
一

つ
も
な
く
市
民
を
困
ら
し
て
い
る
。」（
一
〇

月
五
日
）
と
嘆
く
始
末
で
あ
っ
た
。

同
様
の
記
述
は
、
当
時
小
黒
と
同
年
配
で

工
場
勤
め
だ
っ
た
川
島
巌
の
日
記
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
川
島
の
自
宅
は
、
五
月
二

九
日
の
空
襲
で
焼
失
、
負
傷
し
た
父
も
八
月

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
父
亡
き
後
の
一
家
の

記
録
と
し
て
、
翌
年
八
月
末
か
ら
、
日
々
の

食
事
や
配
給
な
ど
を
記
す
こ
と
に
し
た
。

例
え
ば
、
配
給
に
つ
い
て
は
、「
進
駐
軍

の
第
八
次
小
麦
粉
が
な
か
な
か
来
な
い
。」

（
八
月
二
五
日
）
と
心
配
し
、
配
給
と
な
れ

ば
「
や
れ
や
れ
よ
う
や
く
命
が
つ
な
が
っ

た
！
」（
八
月
二
九
日
）
と
安
堵
し
た
。
川

島
家
で
は
、
米
と
小
麦
粉
以
外
に
、
南
瓜（
カ

ボ
チ
ャ
）
と
馬
鈴
薯
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
を
主

食
に
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
工
夫
し

て
入
手
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
進
駐
軍
に
つ
い
て
も
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
や
菓
子
を
く
れ
て
「
予
想
と
丸
き
り
違

っ
て
い
た
。
山
中
に
逃
げ
た
連
中
を
思
う
と
、

全
く
笑
止
な
こ
と
で
あ
る
。」
と
皮
肉
っ
て

い
る
（
八
月
二
八
日
）。
小
黒
や
川
島
の
よ

う
な
若
者
た
ち
が
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
文
化

を
受
け
入
れ
る
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
食
糧
危
機
を
乗
り
こ
え
た
後
の
小

黒
の
日
記
は
、
ま
る
で
映
画
鑑
賞
日
記
と
な

っ
て
い
く
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の

機
会
に
紹
介
し
よ
う
。 

（
羽
田
博
昭
）

小黒英夫とめいの弘子　1954（昭和29）年8月
父の出身地新潟を訪れた際 小黒英夫家資料
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●伊勢佐木のお菓子屋さん（１）

伊
勢
佐
木
の
お
菓
子
屋
さ
ん（
１
）

横
浜
の
商
人
、
と
い
っ
て
も
、
貿
易
品
を

扱
い
外
国
商
館
と
取
引
す
る
問
屋
で
あ
る
売

込
商
・
引
取
商
か
ら
、
店
先
で
顧
客
相
手
に

モ
ノ
を
販
売
す
る
小
売
り
ま
で
実
に
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て
消
費
は
快
楽
で

あ
り
、
そ
れ
が
食
欲
を
満
た
す
行
為
と
結
び

つ
け
ば
、
な
お
さ
ら
楽
し
み
は
増
大
す
る
。

盛
り
場
と
は
そ
の
よ
う
な
快
楽
消
費
の
〝
る

つ
ぼ
〞
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
快
楽
消
費

の
対
照
と
し
て
の
菓
子
商
と
盛
り
場
・
伊
勢

佐
木
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
と
思
う
。

こ
の
半
世
紀
、
横
浜
駅
周
辺
の
後
塵
を
拝

す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
が
、
伊
勢
佐
木

界
隈
は
歴
史
的
に
横
浜
第
一
の
盛
り
場
と
し

て
発
達
し
た
。
か
つ
て
は
個
人
商
店
が
ひ
し

め
き
あ
い
、
目
玉
商
品
に
個
性
を
競
っ
て
い

た
。
一
九
八
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
神
奈
川
新

聞
社
編
『
横
浜
イ
セ
ぶ
ら
百
科
』
が
昭
和
末

期
の
伊
勢
佐
木
通
り
の
姿
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

平
成
期
の
三
○
年
間
を
へ
た
現
在
の
姿
は
、

な
お
伝
統
の
暖
簾
を
守
る
店
が
一
部
あ
る
も

の
の
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
街
、
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ほ
ど
に
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

外
食
ば
か
り
で
は
な
い
、
全
国
的
に
み
て
こ

れ
ほ
ど
チ
ェ
ー
ン
店
が
集
合
し
た
盛
り
場
は

少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
横
浜
商
人
録
』と
伊
勢
佐
木

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
刊
行
の
『
横

浜
商
人
録
』
は
、
貿
易
に
関
与
す
る
「
売
込

引
取
商
」
か
ら
、「
菓
子
商
」「
芋
商
」「
鰻
商
」

な
ど
の
小
売
商
、「
道
路
商
」「
貸
本
商
」
な

ど
の
建
築
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
業
種
別
に

住
所
・
氏
名
の
み
の
記
載
の
い
た
っ
て
シ
ン

プ
ル
な
人
名
録
で
あ
る
が
、
当
時
の
横
浜
の

商
人
が
包
括
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
新
田
の
北
側
、
ぬ
か
る
ん
だ
沼
の
よ

う
な
関
内
寄
り
の
地
区
を
埋
め
立
て
て
伊
勢

佐
木
町
が
成
立
し
た
の
は
一
八
七
四
（
明
治

七
）
年
で
あ
る
。『
横
浜
商
人
録
』
は
そ
の

七
年
後
の
刊
行
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
現

在
の
伊
勢
佐
木
町
一
〜
七
丁
目
に
あ
た
る
、

伊
勢
佐
木
町
・
松
ヶ
枝
町
・
賑
町
・
長
島
町

の
人
名
は
、
長
島
町
に
「
菓
子
商
」
大
村
志

希
（
し
げ
）
と
「
諸
芸
人
」
松
島
半
平
の
二

名
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
き
ち
ん
と
し
た

店
舗
を
構
え
た
営
業
者
が
い
な
か
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

一
八
八
○
年
代
の
伊
勢
佐
木
を
記
し
た
文

献
は
少
な
い
が
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年

に
初
来
日
し
、
八
七
年
に
も
滞
在
し
た
ア
メ

リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
エ
リ
ザ
・
シ
ド
モ

ア
女
史
の
著
書
『
ジ
ン
リ
キ
シ
ャ
・
デ
イ
ズ
・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
』（
一
八
九
一
年
刊
）
が
記

す
と
こ
ろ
に
よ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

B
eyond the bridge is Isezakicho, a 

half m
ile of theatres,side-show

s, m
erry-

g
o

-ro
u

n
d

s,catch
p

en
n

y
 g

am
es, can

d
y 

shops,restaurants,second-hand clothes 

bazaars, laby-rinths of curio, toy, china, 

and w
ooden-w

are shops. H
undreds of 

p
eram

b
u

latin
g

 restau
rateu

rs tru
n

d
le 

their little kitchens along, or sw
ing them

 

on a pole over their shoulders. D
ealers in 

ice-cream
, so called, abound, w

ho w
ill 

shave you a glass of ice, sprinkle it w
ith 

sugar, and furnish a m
inute teaspoon 

w
ith w

hich to eat it. T
here are m

en w
ho 

sell so
b
a

, a n
ativ

e v
erm

icelli, eaten 

w
ith- pungent soy; and m

en w
ho, for a 

penny, heat a big grid-iron, and give a 

sm
all boy a cup of batter and a cup of 

soy, w
ith w

hich he m
ay cook and eat 

his ow
n griddle cakes. T

here the people, 

the m
iddle and low

er classes, present 

them
selves for study and adm

iration, and 

the spectator never w
earies of the outside 

dram
as and panoram

as to be seen in this 

m
erry fair.

以
下
は
邦
訳
で
あ
る
。

こ
の
鉄
橋
﹇
吉
田
橋
﹈
を
越
え
る
と
伊
勢

佐
木
町
で
、
道
半
マ
イ
ル
﹇
〇
･
八
キ
ロ
﹈

に
劇
場
、
見
世
物
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
、

際
物
ゲ
ー
ム
、
菓
子
屋
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
古

着
バ
ザ
ー
、
骨
董
屋
の
迷
路
、
玩
具
、
瀬
戸
物
、

木
工
細
工
の
店
が
あ
り
ま
す
。
数
百
人
の
屋

台
主
が
キ
ッ
チ
ン
付
き
巡
回
車
を
引
き
、
肩

に
は
棒
﹇
天
秤
棒
﹈
を
掛
け
て
あ
ち
こ
ち
歩

き
回
り
ま
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
と
呼
ば

れ
る
販
売
人
も
た
く
さ
ん
い
て
、
グ
ラ
ス
に

削
り
氷
を
入
れ
て
砂
糖
を
ま
ぶ
し
、
小
さ
な

茶
匙
を
添
え
ま
す
。
さ
ら
に
刺
激
的
な
醤
油

味
で
食
べ
る
国
産
マ
カ
ロ
ニ
･
蕎
麦
を
売
る

人
も
い
ま
す
。
ま
た
一
銭
銅
貨
を
払
う
と
、

小
柄
な
ボ
ー
イ
が
大
き
な
焼
き
網
の
あ
る
席

に
餅
や
バ
タ
ー
や
醤
油
入
れ
を
運
び
、
客
自

身
が
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
風
に
料
理
し
て
食
べ
ま

す
。
自
分
で
研
究
し
た
り
、
感
激
し
た
り
す

る
中
下
層
の
庶
民
の
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
私
た

ち
見
物
人
は
、
こ
の
刺
激
的
バ
ザ
ー
に
展
開

さ
れ
る
屋
外
ド
ラ
マ
や
パ
ノ
ラ
マ
風
景
に
飽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
外
崎
克
久
訳

『
シ
ド
モ
ア
日
本
紀
行
』
二
○
○
二
年
刊
）

　

執
筆
は
女
史
が
日
本
に
滞
在
し
た
一
八
八 

七
年
以
降
と
思
わ
れ
、『
横
浜
商
人
録
』
と 

は
六
年
以
上
年
代
を
異
に
す
る
も
の
の
、
当

時
の
伊
勢
佐
木
の
雰
囲
気
は
う
か
が
い
知
れ

る
。
女
史
は
吉
田
橋
た
も
と
の
寄
席
「
富
竹

亭
」
や
、
伊
勢
佐
木
町
入
口
の
芝
居
小
屋
「
増

田
座
」
な
ど
の
興
行
場
は
「
劇
場
、
見
世
物
」

と
指
摘
す
る
も
の
の
特
段
の
注
視
は
せ
ず
、

「
自
分
で
研
究
し
た
り
、
感
激
し
た
り
す
る

中
下
層
の
庶
民
の
熱
気
に
あ
ふ
れ
」
る
伊
勢

佐
木
の
、
庶
民
が
口
に
す
る
屋
台
営
業
の
簡

便
な
飲
食
に
つ
い
て
多
く
書
き
記
し
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
盛
り
場
の
菓
子
店

（candy shops

）
を
は
じ
め
骨
董
屋
や
雑
貨
店

な
ど
の
存
在
を
目
に
と
め
て
い
た
こ
と
も
事

実
で
あ
っ
た
。

横
浜
港
唯
一
の
最
大
熱ね
つ
ど
う
ば

閙
場

伊
勢
佐
木
町
に
関
す
る
包
括
的
な
レ
ポ
ー

ト
の
嚆
矢
は
、『
横
浜
商
業
会
議
所
月
報
』

第
四
号
（
一
八
九
七
年
一
月
二
九
日
号
）
に

掲
載
さ
れ
た
「
横
浜
市
の
遊
楽
地
」
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
以
下
の
指

摘
は
重
要
で
あ
る
。「
伊
勢
佐
木
町
通
り
の

特
色
は
横
浜
港
唯
一
の
最
大
熱
閙
場
〔
通
行

者
の
肩
と
肩
が
触
れ
あ
う
ほ
ど
の
繁
華
地
―

筆
者
〕
に
し
て
遊
歩
者
の
多
数
な
る
に
あ
り
、

其
遊
歩
人
種
の
外
来
者
少
な
く
し
て
本
港
民
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の
多
き
に
あ
り
、
其
商
店
の
種
々
雑
多
に
し

て
足
一
た
び
此
地
に
入
れ
ば
物
と
し
て
得
ら

れ
さ
る
な
く
事
と
し
て
達
せ
ら
れ
さ
る
な
き

な
り
」。
東
京
の
盛
り
場
と
比
較
す
れ
ば
、

東
京
は
大
都
市
で
あ
り
、
盛
り
場
の
客
に
も

個
性
が
あ
っ
て
、
人
形
町
は
下
町
の
者
た
ち
、

小
川
町
は
学
生
官
吏
、
浅
草
観
音
は
田
舎
者

が
集
ま
る
。
し
か
し
伊
勢
佐
木
町
通
り
は
横

浜
唯
一
の
娯
楽
地
で
あ
り
、
多
く
が
横
浜
の

住
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
「
特
に
開
港
場
人
気
か
毎
日
獲
得
し
た

る
所
得
を
食
ふ
と
衣
る
と
に
費
や
す
を
証
す

べ
し
、
昔
し
よ
り
云
ふ
京
の
衣
倒
れ
大
坂
の

喰
ひ
倒
れ
と
、
開
港
場
民
は
双
方
を
具
し
て

特
に
食
ひ
道
楽
に
傾
く
を
証
す
」
と
し
、
横

浜
の
住
民
は
日
々
の
稼
ぎ
を
衣
食
に
費
や
し

て
し
ま
う
が
、
と
く
に
「
食
」
に
支
出
す
る

傾
向
で
あ
る
と
す
る
。

「
横
浜
市
の
遊
楽
地
」
は
、
吉
田
橋
か
ら

賑
町
一
丁
目
角
ま
で
の
営
業
二
○
二
店
の
明

細
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
一
覧
は
、
横
浜

開
港
資
料
館
編
『
と
き
め
き
の
イ
セ
ザ
キ
1

4
0
年
』（
二
○
一
○
年
刊
）一
二
頁
に
示
し

た
が
、「
食
」
関
係
に
つ
い
て
通
り
の
左
右

別
に
抽
出
す
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。

業
種 

左
側 

右
側 

合
計

す
し
屋 
 

五 

三 

八

煎
餅
屋 

六 

二 

八

そ
ば
屋 

四 

三 

七

天
麩
羅
屋 

四 

一 

五

牛
し
ゃ
も
屋 

六 

○ 

六

汁
粉
屋 

二 

三 

五

は
じ
け
豆 

二 

一 

三

下
等
牛
屋 

三 

○ 

三

パ
ン
商 

一 

一 

二

菓
子
商 

二 
 

○ 

二

羊
羹
店 

一 

○ 

一

蛤　

鍋 

一 

○ 

一

居
酒
屋 

○ 

一 

一

鰻　

屋 

○ 

一 

一

こ
の
う
ち
、
煎
餅
、
は
じ
け
豆
、
パ
ン
、

羊
羹
と
、
取
り
扱
い
が
具
体
的
で
な
い
「
菓

子
商
」
二
件
が
菓
子
屋
の
範
疇
で
括
れ
る
も

の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
他
は
現
代
で
い
え
ば
、

イ
ー
ト
イ
ン
の
店
で
あ
る
。

伊
勢
佐
木
の
菓
子
商
が
ど
の
よ
う
な
規
模

で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
広
く
横
浜

を
と
ら
え
る
な
ら
、
当
時
の
和
洋
菓
子
の
名

店
は
関
内
地
区
に
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
の

老
舗
は
東
海
道
の
宿
場
・
神
奈
川
に
あ
っ
た
。

関
内
地
区
の
和
洋
菓
子
店
の
代
表
的
な
も

の
を
あ
げ
る
と
、
東
京
か
ら
進
出
し
た
風
月

堂
二
店
（
本
町
六
丁
目
／
原
田
千
太
郎
／
上

野
風
月
堂
系
）（
常
盤
町
五
丁
目
／
米
津
武

三
郎
／
東
京
風
月
堂
系
）、
神
奈
川
か
ら
の

進
出
組
で
あ
る
亀
楽
煎
餅
（
境
町
／
長
谷
川

亀
楽
）
や
、
住
吉
町
の
港
月
堂
、
真
砂
町
の

住
田
楼
な
ど
が
あ
っ
た
。

雲
井
町
大
火
後
の
事
情

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
八
月
一
二
日

の
吉
田
新
田
地
区
・
雲
井
町
を
火
元
と
す
る

大
火
に
よ
っ
て
、
伊
勢
佐
木
町
・
松
ヶ
枝

町
・
賑
町
全
域
と
長
島
町
の
一
部
が
全
焼
し

た
。
再
建
に
あ
た
っ
て
、
伊
勢
佐
木
町
通
り

は
拡
幅
さ
れ
、
ま
た
伊
勢
佐
木
町
と
松
ヶ
枝

町
の
劇
場
で
あ
る
蔦
座
・
勇
座
は
再
建
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
き
な
興
行
場
は
、

松
ヶ
枝
町
の
寄
席「
新
富
亭
」だ
け
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
伊
勢
佐
木
町
一
・
二
丁

目
に
あ
た
る
伊
勢
佐
木
町
・
松
ヶ
枝
町
は
商

店
街
の
性
格
を
強
め
、
興
行
街
は
三
〜
四
丁

目
に
あ
た
る
賑
町
に
集
約
さ
れ
た
。

大
火
後
、
伊
勢
佐
木
町
通
り
の
再
建
は
比

較
的
す
み
や
か
で
あ
っ
た
。
伊
勢
佐
木
町
入

口
付
近
に
は
、
東
京
の
京
橋
や
銀
座
な
ど
の

繁
華
街
に
あ
る
勧か
ん

工こ
う

場ば

が
出
現
し
た
。「
横
浜

館
」「
帝
国
商
品
館
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
勧
工

場
と
は
テ
ナ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
集
合
施
設
で
、

デ
パ
ー
ト
の
前
身
と
み
る
見
解
が
あ
る
が
全

国
的
に
み
て
も
発
展
は
な
く
、
横
浜
で
も
明

治
末
に
は
消
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

一
九
世
紀
末
の
繁
華
街
に
特
徴
的
な
施
設
で

は
あ
っ
た
。

開
港
五
○
年
を
迎
え
た
一
九
○
九
（
明
治

四
二
）年
に
は
、
越
前
屋
呉
服
店
が
地
上
三
階
、

屋
上
・
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
つ
き
の
新
店
舗

を
増
設
し
、
陳
列
売
り
と
各
階
ご
と
の
商
品

配
置
を
お
こ
な
い
、
デ
パ
ー
ト
化
へ
の
歩
み

を
す
す
め
た
。
ま
た
弁
天
通
か
ら
は
、
横
浜

第
一
の
呉
服
店
で
あ
る
野
沢
屋
呉
服
店
が
進

出
し
て
陳
列
売
り
を
始
め
た
。
一
九
一
二
年

に
は
西
洋
シ
ャ
ツ
製
造
の
大
和
屋
シ
ャ
ツ
店

も
松
ヶ
枝
町
に
支
店
を
開
い
た
。
店
構
え
も

十
分
で
な
か
っ
た
伊
勢
佐
木
に
関
内
の
一
流

店
が
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
動
向
を
菓
子
商
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

境
町
（
現
在
の
日
本
大
通
の
一
部
）
の
亀
楽

煎
餅
が
伊
勢
佐
木
町
に
支
店
を
置
き
、
次
い

で
本
店
を
廃
し
て
伊
勢
佐
木
店
を
本
店
化
し

た
こ
と
で
あ
る
。
二
代
長
谷
川
亀
楽
は
、
蒸

し
菓
子
か
ら
煎
餅
を
製
造
・
販
売
す
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
そ
の
「
黄
金
」「
初
雪
」「
短

冊
」
は
好
評
で
第
四
・
五
回
の
内
国
勧
業
博

覧
会
に
出
品
し
て
有
効
三
等
を
受
賞
し
、
横

浜
第
一
の
名
物
と
し
て
名
を
挙
げ
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
長
谷
川
自
身
、
同
志
と
と
も
に

東
京
品
川
に
東
洋
製
菓
な
る
会
社
を
開
き
、

取
締
役
に
就
い
て
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
ド
ロ
ッ
プ

類
を
製
造
・
販
売
し
た
（「
長
谷
川
亀
楽
」

『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』
一
九
○
七
年
刊
）。

一
九
○
五
（
明
治
三
八
）
年
に
は
「
花
見

煎
餅
」
が
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に

は
羊
羹
の
「
み
の
や
」
が
伊
勢
佐
木
で
開
業

し
た
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
長
島
町

に
は
栗
あ
ん
最
中
「
浜
志
ま
ん
」
で
人
気
を

博
す
こ
と
に
な
る
「
市
村
菓
子
舗
」
が
開
業

し
大
正
〜
平
成
に
わ
た
る
お
菓
子
の
名
店
が

集
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

（
平
野
正
裕
）

亀楽煎餅の看板ごしにみた伊勢佐木町の光景　　明治末
 当館蔵・小澤コレクション
店の前に置かれたカートには、「各種ビスケット・ドロップス」の東洋製菓製
品の文字がある。
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●横浜における小学校の形成

横
浜
に
お
け
る
小
学
校
の
形
成

は
じ
め
に

私
た
ち
の
多
く
は
子
供
の
こ
ろ
に
小
学
校

に
通
い
、
そ
し
て
卒
業
し
た
経
験
を
も
っ
て

い
る
。
保
護
者
に
は
学
齢
児
童
を
学
校
に
通

わ
せ
る
こ
と
が
「
国
民
の
義
務
」
と
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
お
お
む
ね
徒
歩
で
通
え
る
範

囲
に
、
必
ず
初
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
施
設
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
横
浜
に
お

け
る
小
学
校
教
育
の
形
成
過
程
を
整
理
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

近
代
日
本
に
お
け
る
公
教
育
の
形
成
過
程

に
つ
い
て
は
、
主
に
教
育
史
の
領
域
で
膨
大

な
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
と
り
わ
け
明
治
期
に

お
け
る
学
校
制
度
の
形
成
、
す
な
わ
ち
学
制

か
ら
教
育
令
、
そ
し
て
学
校
令
と
い
う
法
制

度
の
変
遷
、
政
策
決
定
の
流
れ
に
つ
い
て
は

詳
細
に
解
明
さ
れ
て
い
る
﹇
清
川
、
二
〇
〇

七
﹈。一

方
、
地
域
の
中
に
小
学
校
が
ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
地

域
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
か
と
い
っ
た
視
角
か
ら
の
研
究
は
、
一
九

九
〇
年
代
以
降
に
登
場
し
た
。
こ
の
領
域
で

は
、
具
体
的
な
地
域
に
お
け
る
小
学
校
の
設

置
過
程
を
歴
史
資
料
に
も
と
づ
い
て
分
析
し
、

地
域
の
中
に
小
学
校
が
で
き
る
意
味
を
実
証

的
に
論
じ
た
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る

﹇
土
方
、
一
九
九
四
・
二
〇
〇
三
﹈﹇
青
木
、

二
〇
〇
三
﹈。
そ
し
て
こ
う
し
た
研
究
の
蓄

積
を
踏
ま
え
つ
つ
、
教
育
を
受
け
る
側
の「
経

験
」
か
ら
近
代
日
本
の
問
題
を
考
え
る
必
要

性
が
提
起
さ
れ
て
い
る
﹇
大
門
、
二
〇
〇
〇
﹈。

こ
の
よ
う
に
教
育
・
学
校
史
研
究
の
蓄
積
は
、

教
育
政
策
の
分
析
か
ら
具
体
的
な
学
校
レ
ベ

ル
の
分
析
へ
と
展
開
し
て
き
た
。
地
方
史
・

自
治
体
史
の
な
か
で
各
地
の
具
体
的
な
歴
史

資
料
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
こ
う
し

た
動
向
を
支
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

横
浜
に
お
け
る
学
校
制
度
の
形
成
過
程
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
数
次
に
分
か
れ
て

研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
﹇
横
浜
市
、
一
九

三
一
﹈﹇
横
浜
市
教
育
委
員
会
、
一
九
五
七
・

一
九
七
六
﹈﹇
草
間
、
一
九
七
六
﹈﹇
横
浜
市

総
務
局
市
史
編
集
室
、
一
九
九
六
﹈。
本
稿

で
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
横
浜
に
お

け
る
小
学
校
の
形
成
過
程
を
整
理
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

一
、
開
港
前
後
の
初
等
教
育
施
設

横
浜
は
一
八
五
九
年
の
開
港
を
契
機
と
し

て
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。
そ
の
た
め
、

横
浜
に
お
け
る
学
校
教
育
の
は
じ
ま
り
も
、

こ
の
開
港
を
契
機
に
出
発
し
た
。
横
浜
に
来

日
す
る
外
国
人
に
応
接
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
、
外
国
語
学
校
が
相
次
い
で
設
立

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
江
戸
幕

府
の
手
に
よ
り
英
学
所
・
仏
蘭
西
語
学
伝
習

所
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
私
設
学
校
と
し
て
英

語
塾
も
開
学
さ
れ
た
。
ま
た
の
ち
に
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に

な
る
外
国
人
宣
教
師
の
経
営
に
よ
る
私
塾

（
ヘ
ボ
ン
塾
、
ブ
ラ
ウ
ン
塾
、
キ
ダ
ー
塾
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
な
ど
）

も
、
開
港
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
開
設
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、
一
八
六
六
年
に
は
横
浜
に
在
勤
す

る
役
人
・
官
吏
の
子
弟
へ
漢
学
を
教
え
る
学

校
と
し
て
脩
文
館
が
設
立
さ
れ
た
。
脩
文
館

は
一
八
六
八
年
に
廃
校
と
な
っ
た
が
、
翌
年

に
は
英
学
所
と
合
併
し
て
一
つ
の
学
校
と
し

て
復
興
し
、
皇
・
漢
・
洋
の
三
科
を
設
け
、

一
般
子
弟
の
入
学
も
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

脩
文
館
は
こ
の
後
い
く
つ
か
の
学
校
と
合
併

し
、
一
八
七
四
年
に
は
市
中
共
立
脩
文
館
と

な
り
、
師
範
学
校
が
で
き
る
ま
で
継
続
し
た

（『
横
浜
市
教
育
史
』、
一
二
〇
〜
一
三
七
頁
。

以
下
、『
教
育
史
』）。
こ
の
よ
う
に
、
横
浜
に

は
開
港
と
共
に
近
代
的
な
教
育
を
施
す
施
設

が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
国
民
全

員
が
均
等
に
受
け
る
べ
き
初
等
教
育
の
場
と

し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

他
方
、
現
在
の
横
浜
市
域
に
は
近
世
の
段

階
か
ら
各
地
に
一
〇
〇
校
以
上
の
寺
子
屋
・

私
塾
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
明
治
政
府
成

立
後
の
一
八
七
一
年
、
神
奈
川
県
は
県
下
二

十
七
ヶ
所
に
郷
学
校
を
置
く
こ
と
を
布
達
し

た
。
こ
れ
は
町
村
が
連
合
し
て
組
合
を
作
り
、

郷
学
校
を
設
置
し
て
そ
の
運
営
を
担
う
と
い

う
も
の
で
、
現
在
の
横
浜
市
域
に
は
五
つ
の

郷
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
寺
子
屋
・
私
塾
や

郷
学
校
は
、
一
八
七
二
年
の
学
制
公
布
の
中

で
そ
の
多
く
は
廃
校
と
な
る
が
、
学
校
施
設

や
教
員
が
新
設
の
学
校
に
引
き
継
が
れ
た
部

分
も
あ
る（『
教
育
史
』、一
一
七
・
一
四
一
頁
）。

そ
の
意
味
で
、
横
浜
に
お
け
る
近
代
教
育
施

設
の
歴
史
的
前
提
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

二
、
学
制
と
学
校
の
設
置

一
八
七
二
年
に
発
せ
ら
れ
た
太
政
官
布
告

第
二
一
四
号
に
よ
り
、
学
制
の
設
立
と
そ
の

基
本
理
念
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
精
神
は

「
人
々
が
身
を
立
て
、
産
を
お
さ
め
、
業
を

さ
か
ん
に
す
る
に
は
、身
を
修
め
、智
を
開
き
、

芸
に
長
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
学
校
で
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
日
常
人
々
が
営
む
生
活
に
役
立
つ
学
問
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
こ
れ
か
ら
の
学
問
は
、

士
農
工
商
の
回
想
や
男
女
の
区
分
な
く
、
国

民
全
体
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
（『
教
育
史
』
一
五
三
頁
）。

学
校
を
設
置
し
、
国
民
全
て
が
就
学
す
る
必

要
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

学
制
で
は
、
学
区
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

学
校
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
た
。
全
国
は
八
の

大
学
区
に
分
か
れ
、
一
大
学
区
に
三
十
二
の

中
学
区
、
一
中
学
区
に
二
一
〇
の
小
学
区
が

置
か
れ
た
。
学
区
編
成
の
目
安
は
、
人
口
約

一
三
万
人
に
一
中
学
区
、
人
口
六
〇
〇
人
に

一
小
学
区
で
あ
る
。
ま
た
初
等
教
育
は
下
等

小
学
・
上
等
小
学
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
半

年
単
位
で
八
等
級
の
教
育
を
受
け
る
と
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
六
〜
七
歳
に
達
し
た
児
童
が

合
計
八
年
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
各
地
の
寺
子
屋
・
私
塾
は
廃

止
さ
れ
、
初
等
教
育
の
場
と
し
て
学
舎
が
設

立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

神
奈
川
県
で
は
当
時
の
行
政
単
位
で
あ
る

「
大
区
」
ご
と
に
「
学
区
取
締
」
を
置
き
、

区
内
学
務
を
統
括
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
こ
の
「
学
区
取
締
」
の
下
に
は
「
勧
学
係
」
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や
「
学
校
世
話
役
」
が
置
か
れ
、
実
務
を
支

え
る
体
制
を
形
成
し
た
。
か
く
し
て
、
現
在

の
横
浜
市
域
に
は
各
地
に
は
合
計
一
〇
三
校

の
学
舎
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
多
く

は
寺
院
や
民
家
を
借
受
け
る
形
で
設
立
さ
れ
、

施
設
は
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
（『
教
育
史
』

一
七
三
〜
一
七
五
頁
）。
ま
た
学
制
は
受
益

者
負
担
を
原
則
と
し
た
た
め
、
学
校
の
運
営

は
民
費
で
運
営
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
有
志
の

寄
付
や
学
区
内
の
積
立
金
と
と
も
に
、
各
家

庭
か
ら
徴
収
さ
れ
る
授
業
料
に
よ
っ
て
維
持

さ
れ
た
。
横
浜
で
は
、
地
域
事
情
に
よ
る
変

動
は
あ
る
も
の
の
、
家
庭
の
事
情
に
即
し
つ

つ
一
月
あ
た
り
五
〇
銭
・
二
五
銭
・
一
二
銭

五
厘
を
目
安
に
授
業
料
が
徴
収
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
学
制
に
よ
る
初
等
学
校
の
設

立
・
運
営
は
、
地
域
や
住
民
へ
の
負
担
が
重

く
、
さ
ら
に
ま
だ
児
童
の
通
学
と
い
う
慣
行

が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
明

治
初
期
の
就
学
率
は
三
〇
％
程
度
と
い
う
低

い
基
準
で
推
移
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
教
育
令
下
に
お
け
る
横
浜
の
学
校

学
制
は
、
欧
米
の
教
育
制
度
を
模
範
に
実

施
さ
れ
、
地
域
の
実
情
に
沿
わ
ず
、
画
一
的

な
実
施
を
は
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
地
方
の
負
担
が
重
く
、
民
衆
の
反
発
を

も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
一
八
七

九
年
九
月
の
太
政
官
布
告
第
四
〇
号
を
も
っ

て
学
制
が
廃
止
さ
れ
、
教
育
令
が
布
告
さ
れ

た
。
小
学
校
に
関
し
て
は
、
①
学
区
を
廃
止

し
町
村
（
あ
る
い
は
数
ヶ
町
村
の
連
合
）
で

学
校
を
設
け
る
こ
と
、
②
学
区
取
締
の
か
わ

り
に
公
選
の
学
務
委
員
を
お
く
こ
と
、
③
修

業
年
限
を
短
縮
し
、
小
学
校
の
八
年
の
就
業

期
間
を
事
情
に
よ
っ
て
は
四
年
ま
で
短
縮
し

う
る
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
四
年
の
期
間
に
十

六
か
月
の
普
通
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
義
務
を
満
た
し
た
も
の
に
す
る
等
が
改

正
の
内
容
で
あ
る
（『
教
育
史
』、
二
二
三
頁
）。

学
区
制
度
の
廃
止
に
よ
り
、
横
浜
で
は
学
校

の
統
廃
合
が
す
す
め
ら
れ
た
。
ま
た
学
区
内

に
私
立
学
校
が
あ
る
と
き
は
公
立
学
校
を
設

置
し
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
補
助
金
を
出
す
と
規
定
さ
れ
た
た
め
、
私

立
小
学
校
も
各
地
に
設
立
さ
れ
た
。
当
初
の

教
育
令
は
、
学
校
制
度
の
規
制
を
緩
和
し
、

学
校
運
営
に
お
け
る
地
方
の
裁
量
を
拡
大
し

た
た
め
「
自
由
教
育
令
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
の
日
本
は
、
西
南
戦
争

後
の
イ
ン
フ
レ
、
さ
ら
に
松
方
デ
フ
レ
と
経

済
的
な
大
変
動
を
経
験
し
た
。
横
浜
は
こ
の

時
期
に
は
貿
易
港
と
し
て
急
速
に
成
長
し
、

一
八
七
八
年
に
は
久
良
岐
郡
か
ら
分
離
し
て

横
浜
区
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
こ

の
経
済
変
動
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
横
浜
区
の
人
口
は
一
八
八
二
年

に
は
六
万
三
千
余
人
で
あ
っ
た
が
、
八
三
年
・

八
四
年
と
そ
れ
ぞ
れ
四
四
一
七
人
、
二
八
〇

人
の
減
少
と
な
っ
た
の
ち
、
八
五
年
・
三
万

二
二
三
〇
人
、
八
六
年
・
一
万
七
八
八
五
人

と
急
増
し
、
総
人
口
は
一
〇
万
九
〇
三
一
人

に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
（『
横
浜
市
史
稿　

教
育
編
』、
二
〇
八
〜
二
〇
九
頁
。
以
下
、『
市

史
稿
』）。
こ
う
し
た
変
動
の
中
で
、
教
育
令

に
は
二
度
の
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
、
国
家
に

よ
る
規
制
が
強
化
さ
れ
た
。
一
八
八
〇
年
の

改
正
で
は
、
小
学
校
経
費
の
補
助
金
を
廃
止

し
、
授
業
料
補
助
の
任
意
制
が
採
用
さ
れ
た
。

学
校
運
営
経
費
は
学
区
内
集
金
や
協
議
費
で

賄
う
こ
と
に
な
り
、
町
村
財
政
へ
の
圧
迫
の

原
因
と
な
っ
た
（『
教
育
史
』、
四
八
頁
）。

そ
の
た
め
一
八
八
五
年
の
改
正
で
は
、
町
村

の
学
務
委
員
を
廃
止
し
て
戸
長
管
理
と
し
て

費
用
を
節
約
す
る
こ
と
や
、
小
学
校
の
他
に

小
学
教
場
の
設
置
、
半
日
・
夜
間
授
業
の
実

施
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
（
同
、
二
三
四
〜
二

三
五
頁
）。
町
村
財
政
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
小
学
校
の
教
育
形
態
を
多
様
化

す
る
こ
と
で
、
学
校
運
営
の
安
定
化
を
図
っ

た
の
で
あ
る
。

四
、
学
校
令
と
教
育
勅
語

こ
う
し
た
な
か
、
一
八
八
六
年
三
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
、
学
校
令
の
廃
止
と
と
も
に
、

帝
国
大
学
令
・
師
範
学
校
令
・
小
学
校
令
・

中
等
学
校
令
及
び
諸
学
校
規
則
が
あ
い
つ
い

で
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
を
総
称
し
て
学
校
令

と
称
し
、
こ
の
公
布
に
よ
り
諸
学
校
は
小
学

校
を
基
本
と
し
て
系
統
だ
っ
た
制
度
と
し
て

整
理
さ
れ
た
（『
市
史
稿
』、
二
一
六
頁
）。
こ

の
う
ち
小
学
校
令
で
は
、
小
学
校
を
尋
常
・

高
等
の
二
段
階
に
わ
け
、
四
歳
か
ら
一
六
歳

の
学
齢
児
童
に
対
し
、
尋
常
小
学
校
四
年
の

普
通
教
育
を
与
え
る
こ
と
を
父
母
後
見
人
等

の
義
務
と
し
た
。
学
齢
児
童
の
就
学
の
義
務

が
、
こ
こ
に
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、

学
校
経
費
に
つ
い
て
は
父
母
・
後
見
人
等
か

ら
の
授
業
料
及
び
寄
付
金
が
基
本
財
源
と
さ

れ
、
経
費
の
支
弁
が
で
き
な
い
場
合
に
は
区

町
村
で
補
う
こ
と
も
で
き
る
と
さ
れ
た
（『
教

育
史
』、
三
一
〇
・
三
一
三
頁
）。
義
務
教
育

を
明
記
し
つ
つ
、
学
費
の
支
弁
を
求
め
る
形

は
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
学
校
令
は
内
閣
制
度
の
創
設
、
大

日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
、
帝
国
議
会
の
発
足
、

不
平
等
条
約
の
改
正
な
ど
、
近
代
国
家
と
し

て
の
体
裁
が
整
備
さ
れ
る
中
で
出
さ
れ
た
。

国
民
の
教
育
方
針
を
め
ぐ
っ
て
は
一
八
七
九

年
の
「
教
学
聖
旨
」
を
契
機
に
、
学
制
以
来

の
開
明
的
な
教
育
を
継
続
す
る
か
、
あ
る
い

は
徳
性
涵
養
・
尊
王
愛
国
の
道
徳
主
義
的
方

向
を
と
る
か
の
論
争
が
政
府
内
で
展
開
さ
れ

た
が
、
次
第
に
後
者
が
優
勢
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
一
八
九
〇
年
の
教
育
勅
語

の
渙
発
は
、
以
後
の
教
育
に
明
確
な
意
味
付

け
を
与
え
、「
忠
良
な
る
臣
民
の
育
成
」
を

目
標
と
す
る
国
家
主
義
的
教
育
が
確
立
さ
れ

た
（『
教
育
史
』、
三
二
五
〜
三
二
九
頁
）。

教
育
勅
語
の
謄
本
は
天
皇
の
写
真
（
御
真
影
）

と
と
も
に
横
浜
の
各
学
校
に
下
配
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
保
管
所
（
奉
安
殿
）
は
、
学
校
の

中
で
も
特
別
の
敬
意
が
払
わ
れ
る
場
所
と
さ

れ
、
教
育
勅
語
は
行
事
式
典
の
た
び
に
厳
か

な
雰
囲
気
の
中
で
奉
読
さ
れ
た
（
同
、
三
二

九
〜
三
三
八
頁
）。
教
育
勅
語
に
も
と
づ
く

国
家
主
義
的
な
教
育
方
針
は
、
小
学
校
の
日

常
行
事
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
生
活
の
中
に

浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
横
浜
に
お
け
る
教
育
問
題
の
継
続

近
代
日
本
に
お
け
る
学
校
制
度
の
形
成
は
、

学
制
・
教
育
令
・
学
校
令
の
制
定
と
い
う
形

に
展
開
し
た
。
と
り
わ
け
学
校
令
の
整
備
に

伴
う
学
校
制
度
の
体
系
化
と
教
育
勅
語
に
よ

る
教
育
方
針
の
決
定
は
、
戦
前
期
日
本
の
教
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育
制
度
の
骨
格
を
整
備
し
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
で
横
浜
に
お
け
る
学
校
教

育
は
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点
を
整
理
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

一
八
八
八
年
に
市
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、

横
浜
は
八
九
年
四
月
に
市
政
を
施
行
し
た
。

そ
し
て
一
八
九
〇
年
一
〇
月
に
公
布
さ
れ
た

「
地
方
学
事
通
則
」
に
よ
り
、
横
浜
市
は
市

域
を
八
の
学
区
に
分
け
、
各
区
の
経
費
に
よ

っ
て
学
校
を
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
。
日
清
・

日
露
戦
争
を
前
後
す
る
貿
易
の
躍
進
と
人
口

増
加
を
背
景
と
し
て
、
横
浜
市
は
一
九
〇
一

年
に
市
域
を
拡
張
し
て
周
辺
の
町
村
を
編
入

し
た
た
め
、
新
た
に
四
校
が
公
立
小
学
校
と

な
っ
た
。
ま
た
高
等
小
学
校
の
設
立
と
改
廃

を
通
し
て
学
校
数
は
増
加
し
た
。
か
く
し
て
、

横
浜
市
の
尋
常
小
学
校
数
は
一
九
〇
一
年
に

一
四
校
、
一
九
〇
八
年
に
は
二
一
校
と
な
っ

た
（『
教
育
史
』、
三
五
二
〜
三
五
四
頁
）。
一

方
、
一
九
〇
〇
年
の
学
校
令
改
正
で
は
尋
常

小
学
校
の
四
ヶ
年
が
義
務
教
育
と
さ
れ
、
そ

の
期
間
は
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
原

則
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
〇
七
年
の
改
正

で
は
尋
常
小
学
校
の
修
業
年
限
が
六
年
に
延

長
さ
れ
た
（
同
、
三
六
一
〜
三
六
四
、
三
六

九
頁
）。
こ
こ
に
小
学
校
六
年
制
が
確
立
し
、

戦
前
期
日
本
の
教
育
制
度
の
基
本
が
整
備
さ

れ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
小
学
校
へ
の
就
学
率

は
次
第
に
上
昇
し
た
。
横
浜
で
も
一
九
〇
七

年
に
は
就
学
率
が
九
〇
％
を
超
え
、
そ
の
後

も
上
昇
を
続
け
た
の
で
あ
る
（
同
、
三
六
九

頁
）。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
明
治
後
期
か
ら

大
正
期
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
問
題
に
直
面

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
制
施
行
後
か
ら
日
清
戦
争
後
ま
で
、
横

浜
の
人
口
は
毎
年
約
一
万
人
ず
つ
増
加
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
齢
児
童
数
も
増
加
し
、
特
に

一
八
九
三
年
か
ら
一
〇
年
間
は
毎
年
約
一
〇

〇
〇
人
ず
つ
増
え
続
け
た
。
横
浜
に
お
け
る

人
口
の
急
増
は
大
正
期
に
も
引
き
続
き
、
一

九
一
五
年
に
は
約
三
万
八
四
〇
〇
人
の
児
童

を
小
学
校
に
収
容
す
る
必
要
が
あ
り
な
が
ら
、

教
室
が
約
八
〇
も
不
足
す
る
と
い
う
事
態
に

直
面
し
た
（『
教
育
史
』
六
九
〜
七
〇
頁
）。

一
九
二
〇
年
に
は
横
浜
の
在
籍
児
童
数
は
一

学
級
あ
た
り
六
六
名
と
な
り
、
当
時
の
六
大

都
市
の
中
で
も
最
大
の
基
準
と
も
な
っ
て
い

た
（『
横
浜
市
学
校
沿
革
史
』、
一
八
頁
）。
就

学
児
童
数
の
増
加
に
学
校
施
設
が
追
い
付
か

な
い
と
い
う
事
態
が
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。

横
浜
市
は
、
学
校
の
増
築
・
新
設
や
夜
間

学
校
の
開
設
、
私
立
小
学
校
の
活
用
な
ど
に

よ
っ
て
こ
の
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
こ
の
問
題
に
十
分
に
は

対
処
で
き
ず
、
二
部
授
業
が
実
施
さ
れ
た
。

二
部
授
業
と
は
、
教
員
や
教
室
が
不
足
す
る

状
態
に
実
施
す
る
非
正
常
授
業
で
、
生
徒
を

午
前
・
午
後
等
の
二
部
に
分
け
て
授
業
を
行

う
形
と
な
る
。
横
浜
で
は
こ
う
し
た
授
業
が

一
九
二
〇
年
現
在
で
市
立
小
学
校
三
六
校
の

う
ち
二
八
校
（
七
七
％
）
で
実
施
さ
れ
、
こ

の
状
況
は
そ
の
後
も
引
き
続
い
た（『
教
育
史
』、

五
九
六
頁
）。
そ
し
て
学
校
運
営
に
か
か
る

経
費
の
増
大
は
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
横
浜

で
は
義
務
教
育
で
あ
り
な
が
ら
授
業
料
の
徴

収
が
続
け
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、「
月
謝
が
昭

和
の
太
平
洋
戦
争
直
後
ま
で
集
め
ら
れ
た
こ

と
は
、
大
都
市
横
浜
の
教
育
史
の
う
え
で
特

筆
す
べ
き
事
項
」
と
な
っ
た
（
同
、
五
二
頁
）。

学
齢
児
童
が
多
く
、
学
校
施
設
は
狭
く
、

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
財
政
は
逼
迫
し
、
家

庭
へ
の
授
業
料
の
徴
収
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
の
よ
う
な
教
育
を
め
ぐ
る
苦
し
い
状

況
が
、
横
浜
で
は
昭
和
期
に
至
る
ま
で
基
本

的
に
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
引
き
続
い
た

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
横
浜
に
お
け
る
小
学
校
の
形
成

過
程
と
し
て
、
明
治
期
に
お
け
る
近
代
学
校

の
制
度
変
遷
を
整
理
し
、
運
営
上
の
問
題
が

大
正
・
昭
和
期
ま
で
引
き
続
い
た
こ
と
を
確

認
し
た
。

学
校
は
制
度
形
成
の
時
点
か
ら
国
民
全
員

を
学
ば
せ
る
場
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い

た
が
、
そ
の
運
営
に
お
い
て
は
不
安
定
な
側

面
が
継
続
し
た
。
学
校
は
地
域
の
中
に
設
立

さ
れ
、
保
護
者
や
周
辺
住
民
の
、
そ
し
て
地

方
行
政
の
支
え
に
よ
ら
な
く
て
は
継
続
が
難

し
い
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

横
浜
で
は
人
口
数
・
在
籍
児
童
数
が
急
増
し

た
た
め
、
学
校
の
運
営
経
費
が
地
方
財
政
を

圧
迫
し
た
。
そ
の
た
め
、
父
兄
・
後
見
人
な

ど
か
ら
授
業
料
を
徴
収
す
る
状
況
が
横
浜
で

は
長
ら
く
引
き
続
い
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
論
考
で
は
先
行
研
究
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
整
理
す
る
に
と
ど
ま
り
、

新
資
料
の
発
掘
と
そ
れ
に
基
づ
く
歴
史
像
の

提
示
は
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
の
研
究
水
準

か
ら
す
れ
ば
、
具
体
的
な
学
校
文
書
を
読
み

解
き
、
学
校
を
支
え
て
い
た
人
物
の
働
き
や
、

学
校
に
通
う
学
生
た
ち
の
教
育
経
験
を
も
と

に
学
校
が
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
今
回
取
り
上
げ
た
明
治
期
か
ら

大
正
期
に
関
し
て
は
、
震
災
と
空
襲
に
よ
る

資
料
の
焼
失
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
実
態
の

さ
ら
な
る
解
明
は
困
難
で
あ
る
が
、
資
料
発

掘
の
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
た
本
稿
で
整
理
し
た
時
代
以
降
の
状
況

に
つ
い
て
も
、
事
実
関
係
の
整
理
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
関
東
大
震

災
に
お
け
る
被
害
と
そ
こ
か
ら
の
復
興
、
さ

ら
に
満
州
事
変
・
日
中
戦
争
・
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
と
つ
づ
く
歴
史
過
程
の
中
で
、
地
域

の
中
に
定
着
し
た
小
学
校
は
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
の

上
に
立
ち
、
解
明
す
る
べ
き
論
点
の
所
在
を

確
認
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
参
考
文
献
一
覧
〕

土
方
苑
子
『
近
代
日
本
の
学
校
と
地
域
社
会
』（
一

九
九
四
）『
東
京
の
近
代
小
学
校
』（
二
〇
〇
三
）、

大
門
正
克
『
民
衆
の
教
育
経
験
』（
二
〇
〇
〇
）
坂

本
紀
子
『
明
治
前
期
の
小
学
校
と
地
域
社
会
』（
二

〇
〇
三
）、
清
川
郁
子
『
近
代
公
教
育
の
成
立
と
社

会
構
造
』（
二
〇
〇
七
）、
横
浜
市
『
横
浜
市
史
稿　

教
育
編
』（
一
九
三
一
）
横
浜
市
教
育
委
員
会
『
横

浜
市
学
校
沿
革
史
』（
一
九
五
七
）『
横
浜
市
教
育
史　

上
巻
』（
一
九
七
六
）、
草
間
俊
郎
「
横
浜
市
教
育
の

歴
史
上
の
特
色
」『
神
奈
川
栄
養
短
期
大
学
紀
要
』

第
八
号
（
一
九
七
六
）、
横
浜
市
総
務
局
市
史
編
集

室
『
横
浜
市
史
Ⅱ　

第
一
巻
下
』（
一
九
九
六
）

 

（
金
耿
昊
）
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日
本
貿
易
博
覧
会
は
、
一
九
四
九
（
昭
和

二
四
）
年
三
月
一
五
日
〜
六
月
一
五
日
、
貿

易
の
振
興
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

博
覧
会
の
経
緯
は
、
翌
年
刊
行
さ
れ
た『
貿

易
と
産
業
』（
日
本
電
報
通
信
社
写
真
部
・

日
本
貿
易
博
覧
会
事
務
局
）﹇
図
書
﹈
が
詳
し

い
。
同
書
の
半
分
は
、
出
品
企
業
等
の
広
告

で
占
め
て
い
る
が
、
博
覧
会
の
出
品
写
真（
昭

和
天
皇
来
訪
時
の
写
真
が
多
い
）
が
使
わ
れ

て
い
る
企
業
も
あ
る
。
博
覧
会
の
記
録
は「
日

本
貿
易
博
覧
会
会
誌　

1
9
4
9
…
横
浜
」

と
し
て
七
〇
ペ
ー
ジ
程
あ
り
、
企
画
・
予
算

な
ど
の
準
備
、
展
示
館
の
内
容
や
歓
興
物
、

昭
和
天
皇
来
訪
記
録
や
日
誌
な
ど
を
記
し
、

貿
易
館
・
産
業
館
・
科
学
発
明
館
・
専
売
館
・

食
糧
館
・
水
産
館
・
石
炭
館
・
農
業
機
械
館
・

繊
維
機
械
館
・
企
業
の
特
設
館
・
府
県
館
の

各
出
品
企
業
名
簿
三
〇
ペ
ー
ジ
程
を
掲
載
す

る
。
そ
の
他
、
展
示
館
や
催
し
物
な
ど
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
る
。
記
録
類
で
は
『
記
念

写
真
帖
』（
日
本
貿
易
博
覧
会
事
務
局
）﹇
河

合
光
栄
資
料
（
第
二
次
）
10
他
﹈
も
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
会
場
等
の
写
真
は
八
ペ
ー
ジ

で
、
役
員
・
運
営
委
員
・
担
当
者
の
顔
写
真

が
大
半
を
占
め
る
。
そ
の
他
『
貿
易
と
産
業
』

と
同
様
に
「
日
誌
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

計
画
で
は
、「
日
本
貿
易
博
覧
会
計
画
案
」

﹇
朝
比
奈
貞
一
資
料
1
2
9
﹈・「
日
本
貿
易
博

覧
会
開
催
要
綱
」﹇
同
﹈・「
日
本
貿
易
博
覧
会

実
施
要
綱
」﹇
市
史
資
料
室
資
料
12
他
﹈
が
あ

り
、
科
学
発
明
館
に
つ
い
て
は
「
科
学
発
明
館

出
品
計
画
概
要
」﹇
朝
比
奈
貞
一
資
料
1
3
1
﹈

が
あ
る
。
東
京
科
学
博
物
館
文
部
技
官
で
あ

っ
た
朝
比
奈
貞
一
は
「
科
学
発
明
館
出
品
計

画
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
招
致
さ
れ
て
い
る
。

写
真
で
は
、
石
河
京
市
旧
蔵
の
市
章
が
入

っ
た
ア
ル
バ
ム
（
桐
箱
入
）﹇
石
河
京
市
資
料

4
﹈
と
市
長
時
代
の
ア
ル
バ
ム
﹇
同
2
﹈
が

あ
り
、
主
に
天
皇
来
訪
の
写
真
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
表
紙
に
「
日
本
貿
易
博
覧

会
記
念
写
真
帳
」
と
あ
る
台
紙
二
〇
枚
の
ア

ル
バ
ム
に
、
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
も
の
が
二

冊
あ
り
﹇
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
関
連
資
料
（
図

書
6
4
7
1
）﹈・﹇
市
史
資
料
室
資
料
7
0

5
﹈、
共
通
す
る
写
真
も
あ
る
が
、
四
〇
枚
程

の
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
『
貿

易
と
産
業
』
な
ど
と
共
通
す
る
も
の
も
あ
り
、

事
務
局
が
提
供
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
博
覧
会
に
は
、
約
七
万
八
〇
〇
〇
点

の
貿
易
品
等
が
出
品
さ
れ
た
が
、「
日
本
貿

易
博
覧
会
出
品
目
録　

第
一
集
」﹇
市
史
資

料
室
資
料
1
2
0
7
他
﹈
に
一
端
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
。
企
業
の
特
設
館
や
府
県
の
目

録
と
し
て
は
、
山
形
県
「
日
本
貿
易
博
覧
会

出
品
目
録
」﹇
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
関
連
資

料
6
4
5
0
﹈・「
三
菱
重
工
館
御
案
内
」﹇
足

立
葉
一
家
資
料
1
﹈
が
あ
る
。

閉
会
式
に
は
、
第
八
軍
司
令
官
ウ
ォ
ー
カ

ー
の
祝
辞
が
あ
り
、
訳
さ
れ
て
関
係
者
に
礼

状
と
共
に
送
付
さ
れ
た
﹇
朝
比
奈
貞
一
資
料

1
2
5
﹈。
そ
の
他
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
類
・
絵
葉
書
・
市
電
記
念
切
符
・
記
念

切
手
・
入
場
券
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
る
。

 

（
百
瀬　

敏
夫
）

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が行っています。
 リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　　　

《市史資料室たより》
【令和元年度横浜市史資料室室内展示】
「一九四九年 日本貿易博覧会」

会 期：～1/10（金）
時 間：午前9時30分～午後5時
◎入場無料
会 場：  横浜市西区老松町１番地 

横浜市中央図書館地下1階 
横浜市史資料室展示コーナー

内　容：  市史資料室所蔵資料により経済復興
途上における70年前の博覧会を紹
介します。

◎予告「戸部小学校の140年と横浜」

会 期：1/15（水）～4/10（金）

【展示会「YOKOHAMA1989 
　ー“平成”スタ－ト」が終了しました】

①展示会（7/13～9/23）

　 　この展示は、神奈川新聞社との共催で新
聞記事や写真、横浜博覧会の映像等を使っ
て1989（平成元）年の横浜を振り返りま
した。

　 　「まさに“自分が生きてきた時代”をしる
ことができた。」「横浜博覧会とあの時代の

熱を思い出した。」、「自分の知らない時代
の横浜を学ぶことができた。」、「1989年
に絞ってもこれだけいろいろあったのかと
驚いた。」などの感想を頂きました。

②講演会（8/24）

　 　「“平成元年”の横浜を見説く・読み解く」
を開催しました。『神奈川ニュース』の上映
や『神奈川新聞』でこの年を振り返りました。
　 　「映像・画像が興味深かった。」、「"平成”
を深く考える機会となった。」 などの声が
聞かれました。

③展示解説

【寄贈資料】

1舟橋良明様 罹災証明書他 80件

2髙橋豊子様
　市内各所撮影のアルバム他 14件

3竹内春男様
　竹内春男家資料追加 29件

4松尾 健様
　全日本自動車ショー記念品他 8件

5田代幸彦様 公図（三谷町）複製 1件

6鈴木久子様
　野沢屋百貨店関係歴史資料アルバム 5冊

7 (公社）横浜インターナショナル 
テニスコミュニティ様
　LTT＆CC議事録類 5冊

8山村恭子様 罹災証明書 1件

9坪田亮子様 浜小、磯子区内の写真 9枚

10古谷邦子様 『神奈川復興記念帖』他 2件

所
蔵
資
料
紹
介

日
本
貿
易
博
覧
会
関
係
資
料

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇

毎週日曜日及び

12/16（月）、12/29（日）～1/4（土）午

前、1/14（火）、2/17（月）、3/16（月）

　 　7/20（土）、8/17（土）、9/14（土）の
3回開催され計52人にご参加いただきま
した。

9/14の様子


